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　法律と倫りん理りとは違ちがうが、それを主張できるのは結局のところ権力者だけだ。倫理によって法は定められるべきという原則は、倫理を無視した暴力によって支えられている。

　倉くら橋はし賢けん人とがそれを実感したのは、今、まさに目の前で法律に違い反はんする行こう為いが行われたからに他ほかならなかった。

　いや、そのような認にん識しきを抱いだけたのは、賢人が常人に比して数倍の思考能力を持っているからであり、普ふ通つうならば眼がん前ぜんの光景に硬こう直ちよくしてしまっていただろう。

　血は流れていなかった。外見にも変化はなかった。だが、確実に彼かの女じよはその命を失っていた。

　その美び貌ぼうは保たれていたが、目は大きく見開かれ、その瞳どう孔こうは光に反応していない。筋肉が力を失っているためか、だらりと顎あごが下がっている。同様に、手足も力なく下に垂れていた。彼女はまるで首くび吊つり死体のように、天てん井じよう付近からぶら下がっていたのだ。

　しかし、その細い首にロープはない。彼女は宙に浮ういている。見えない力が彼女を空中にとどめているのだ。

　死体の下には、一人の少女が立っていた。

　彼女は、白いワンピースをまとい、晴れ晴れとした笑え顔がおで死体を見上げている。

　先さき程ほどまで自分の義あ姉ねだったものを。

「ねぇ、ちょっといなくなってもらったんだ。邪じや魔まだったからね。だってさぁ、僕をほっておいて、自分だけ楽しもうなんて、許ゆるせないじゃない？」

　――楽しもうなんて？

　少女がこちらを振ふり返かえって言ったその言葉を賢人は反はん芻すうする。

　死んだ、いや、殺された片かた山やま円まど子こは、自分の恋こい人びとであり、少女が「楽しもうなんて」と言った背景にはそのことがあるに違いない。第二次性せい徴ちよう期によくある性的な快楽に対する嫌けん悪おだろうか？　いや、そうであろうとなかろうと、これは嫉しつ妬とに由ゆ来らいする言葉のはずだ。

　――嫉妬？　嫉妬だって？

　しかし、それがあり得ないことは、賢人にはよくわかっていた。少女が、実は〝少女〟としか見えぬ〝少年〟であるのは、賢人と他数名しか知らぬ事実だった。

　佐さ倉くら啓けい。

　それが彼かれの名だ。

　父母を亡なくした彼を円子が引き取り、弟として育てたのだ。無論、そこには純じゆん粋すいな善意だけではない意図があった。

　啓は異常なほどの才能の持ち主だった。魔ま術じゆつの才である。

　マナは精神のありように反応する。だが、それはマナたるナノマシンが脳波に機械的に反応するように設計されたというだけのことである。脳波がどのような作用をマナにもたらすのかは、個人のイメージの持ち様によるのだ。特とく殊しゆな組み合わせの言語や、映像的なイメージが引き金になることもあるなど、未いまだ魔術に解明されていない部分は多い。そのため、魔術の才能は、個々人の天才性に由来するといって良い。

　円子と賢人は、魔術の研究においてはトップクラスの研究者コンビであったが、その壁かべに阻はばまれて、ある一点から先には、研究が進まなくなっていた。互たがいの天才性を掘ほり尽つくしてしまえば、新たな天才を探さないことには、どうにもならないのだ。

　啓は両親を早期に亡くし、その身を孤こ児じ院いんに預けられていた。孤児院より教会を経由し、賢人の研究所に連れん絡らくがあったのは、まだ言葉も発せぬ年ねん齢れいの啓が魔術を使ったとの報告だった。

　事実の調査に入った円子と賢人は、啓が誰だれからも魔術を学んでいなかったことを聞き取った後、計器を用いて観測を行い、彼がマナを操あやつり、友人の頭におもちゃをぶつけたという報告が事実だったことを確かく認にんした。

　その時、悪あく魔まがささやいたのは、円子の耳にだったのか、賢人の耳にだったのかは当人たちにもわからない。裏から手を回し、啓が法的に円子の養子とされ、弟として育てられることになるのには一週間も必要なかった。

　啓は、すぐにその特異性を見せはじめた。オリジナルの魔術をいくつも作りだし、旧来の魔術と同じ効果を持つそれを使った場合でも、必ず細部になんらかの変へん更こうが加えられていた。それも当然といえば当然のことで、彼は研究所に来てからの数年間、他者から魔術を含ふくめ、一いつ切さいの学問を許されなかったのだ。独自のイメージを育てるためだ。

　ただし、その特異性は、生活のすべてにも現れてしまっていた。彼の振る舞まいは自由で、それを円子も賢人も認めざるを得なかった。その精神性こそが彼の価値であったからだ。が、その柔じゆう軟なんさを超こえた奔ほん放ぽうさは、やはり常じよう軌きを逸いつしていた。強力な治ち癒ゆ魔ま法ほうを開発してからは、円子を傷つけては治し、という行為を〝遊び〟として行うなどがその一例である。

　独自魔術を生み出だすためとはいえ、犠ぎ牲せいは大きかった。その後、「自分がされて嫌いやなことは他人にもしてはいけない」という程てい度どの教育は施ほどこされることとなったが、すでに遅おそかった。啓は、自らの腕うでを切断してくっつけることなども顔色を変えずに行うようになっただけだった。

　彼の魔術は、自らの肉体そのものの改造にまで及およんだ。いわば、自らに整形手術を施したようなものだ。啓は成長するにつれて美しくなり、思春期には、女性的なものと男性的なものを併あわせ持もった存在となるに至った。その美しさは、見る者を魅み了りようせずにはいられなかった。見慣れている賢人ですら、うっかりすると目を奪うばわれてしまっていたし、円子もそれは同じだった。

　このとき、賢人たちは気づいておくべきだった。自ら美しくなったのだから、その美しさを都合良く利用する気が啓にはあったのだということを。

　啓は少しずつ自由を獲かく得とくしていった。もちろん、最初から段々と教育を施していき、一いつ般ぱん人じんと同じような生活に戻もどしていくつもりではあったが、そのペースは賢人が予定していたよりも明らかに早かった。それどころか、明らかに啓が自ら研究スケジュールを立てている節すらあった。

　それでも、啓は賢人の前では従順だった。それ故ゆえに事態の把は握あくには数年を要した。円子が死んで、啓の口から直接に聞くまで裏で何が起こっていたのかすら知らなかったのだ。

「姉さんとあなたが最後まで気づかなかったんだけど、僕がそうしていたってことは、気づいて欲ほしいってことだって、なんで気づかないのかな？」

　矛む盾じゆんしたことを啓は言った。

「何……を……だ？」

　賢人の問いに、啓は笑う。

「もちろん、僕が、研究スタッフ全員をヤッちゃってたってことだけどさ」

「やっ……。いや、つまり、それは……」

「性的な意味でね。僕はみんなが予想しているよりも、魔術がちょっとだけ上手だったってこと。相手の心を読んだり、操ったりくらいできなきゃ話にならないでしょ？」

　余よ裕ゆうすら感じられる啓の物言いだった。

　賢人は動どう揺ようした。啓の魅み力りよくにスタッフが翻ほん弄ろうされていることには気づいていたが、その関係にまでは考えが及んでいなかった。賢人がそのあたりに疎うといこともあるが、何より、スタッフに男が多いことが理由である。

「まさか……」

「まさか、ってそんな。僕に常識なんて通用しないってば。だからこその僕なのに」

「それじゃあ……」

「美しさに男女の違いはまったく関係ないでしょ？　そもそも、自然な状態なら、美少年を男も女も愛するのが当たり前。最近、歴史を勉強させられたけど、男女のみが交わるべきって倫りん理り観かんは後からつけたされたものにすぎないじゃない」

　啓は妖あやしく笑った。

「そもそも、僕が魔術が得意だからって、カウンターくらいはできるはずでしょ？　僕がマナを使ってやったのは、僕自身を綺き麗れいにすることくらいかな。相手の心を読むこと、操ることは、昔ながらの魔術……。つまり、マナを使うのでなく、仕草や言葉で心を読み、誘ゆう惑わくする。古い言い方だけど、恋こいの魔術っていうこと」

　その啓の言葉に、賢人が言葉を発せられずにいると、啓は、するりと賢人の首に自らの腕を絡からめた。

「それが効かないのはあなただけだよ。そして、効果がないからこそ、頑がん張ばって落としてみたくなる。そういうものでしょ？」

　賢人は震ふるえた。生まれて初めて心底からの恐きよう怖ふというものを味わっていた。

　――怪かい物ぶつを産み出してしまった……！

　しかし、恐おそろしかったのは、そこではない。

　その怪物に、興味と好意を覚えていることが恐ろしかったのだ。

　――自分なら……いや、自分だけが、この怪物をコントロールできるかもしれないのだ。

「君の気持ちに気づくことができなかったなんて……」

　賢人は、啓の手をとった。

　悪魔との契けい約やくというものが実在したのなら、このようなものだったに違いなかった。







１　崩ほう壊かいの序曲はいつも無音







　モーロックが一いつ瞬しゆんにしてその自信を失ったのは、表情を見れば明らかだった。

　震えている。

　冷ひや汗あせを流している。

　そんな当たり前の変化が見られた。ただし、少々度は越えていた。

　汗が顔を止めどなく伝い、その汗が震えにより周囲に飛び散っている。

　手て練だれの工作員であるモーロックをそこまで怯おびえさせているのは、彼の目の前にいる阿あ九く斗とだった。阿九斗の表情はまさに悪あつ鬼き。端たん整せいな顔であるだけに、ゆがんだそれは誰よりも恐ろしい。その顔に浮かぶものこそまさに殺意。純粋な殺意だった。

「僕ぼくは一方的にお前を殺すに足る理由をなんとかひねりだそうとしていたのさ……それが、いま、できた」

　阿九斗がそう口にすると、周囲からマナが、ふっ、と消えた。ごく希き薄はくとは言え、大気に偏かたより無く存在するのがマナである。それが消えたということは、阿九斗がそれを瞬しゆん時じに自らの手の中に集めてしまったことを意味する。

「馬ば鹿かなっ……！」

　モーロックは思わずそう口にしていた。

　どれほど強力な術者でも、かつてそのようなことを行えた者はいない。マナを駆く動どうさせるためのエネルギーは動かせても、マナそのものを動かすとなると、粒りゆう子しのひとつひとつを把握するような精神力が必要となる。

　くいっ、と阿九斗が指を動かした。

　それだけで、モーロックの身体が空中に磔はりつけにされ、磁石で引き寄せたかのように、ぎゅん、と阿九斗の正面に移動させられる。

「殺さないでくれ！」

「殺さないで！」

　ふたつの声が重なった。

　ひとつはモーロックのもの。

　もうひとつはけーなのもの。

「殺すな……か。いい言葉だよ。殺さなくていいってのは、僕にとっても都合がいい」

　けーなの表情がほっとしたかのようにゆるむ。

　だが、修しゆ羅ら場ばをくぐってきた経験のあるモーロックには、その言葉は死し刑けいよりも残ざん酷こくに響ひびいた。なぜなら、阿九斗の顔から微み塵じんも残酷さが退いていなかったからだ。

「よ、よしてくれ！　許してくれ！」

　モーロックは声を嗄からして懇こん願がんするが、阿九斗はそれを右手の一ひと振ふりで一いつ蹴しゆうした。

「許しを請こうくらいなら、最初から他人を攻こう撃げきするなよ！」

　叫さけびとともに、モーロックの身体が縮小していった。元より身体の縮小を得意とするモーロックであるが、今回のそれは、自らの意志によるものではなかった。

「や……やめてくれ！」

　モーロックの縮小は、正確に言えば実際に身体を小さくするものではない。身体の大半を仮想異空間に送り、肉体をマナで再構成するというものだ。しかし、阿九斗はこれを逆手に取ったのである。

「うぎゃああああ！」

　モーロックの悲鳴が尾おを引く。その声が段々と小さくなっていく。

　阿九斗は、仮想異空間にモーロックを封ふうじ込め、その身体をマナ数十粒つぶほどの大きさに固定したのだ。

　まるで方眼紙のマス目を塗ぬりつぶして書いたかのようなミニマムサイズと化したモーロックは、声さえあげることができなくなっていた。

「ひぃいいいい！」

　仮想異空間のモーロックは叫ぶ。しかし、その声は現実世界には届かない。

　今、モーロックの目に見えるのは、ミクロの色のない世界のみ。あらゆる塵ちりが小しよう惑わく星せいのように浮ふ遊ゆうし、風が突とつ風ぷう以上の速度と海水以上の粘ねばりを持って身体を高速移動させてしまう世界にモーロックはいた。このまま、誰とも会話すらできず、マナある限り永遠に孤こ独どくな世界で生き続けることになるのだ。

　そして、モーロックは恐るべき事に、ふわりと風に流され、流体の中にもまれて何ど処こかへと消えていってしまった。

「あーちゃん……何を……何をしたの……？」

　けーなが不安げに聞いた。

「仮想異空間に閉じ込めた。身体はミクロサイズにまで縮小して」

　阿九斗は言った。

　口調こそ平へい穏おんだが、その語気には熱が籠こもっている。未だ怒いかりは醒さめてはいない。

「あー……ちゃん……」

　ぞっとしたような声をけーなはあげた。

　それは、恐怖と悲しさの混じり合った声だ。

「だ、駄だ目めだってばそんなことをしちゃ……だって……」

「殺しちゃいない。言われた通りにしただけだ」

　阿九斗は冷れい淡たんに言った。

「そんな……そういうことじゃないって、あーちゃんならわかってるでしょ！　あたしにそんな意地悪、いつものあーちゃんならしないのに！」

　けーなが泣き声をあげた。

　阿九斗は目に狼ろう狽ばいの色を浮かべた。

「だけど、こいつは絢じゆん子こを殺した奴やつの仲間だ……！」

　しかし、阿九斗の声は荒あらい、

　けーなは言葉を発することができなかった。

　重苦しい沈ちん黙もく。

　それを、不意にころねが破る。

「復ふく讐しゆうならばそれでいいですが……状じよう況きようは把握できていますか？」

　人造人間であるころねは冷静だった。彼女の言葉通り、阿九斗は落ち着いているとはとても言い難がたい。確かに状況すら把握できていない可能性があった。

「状況？　わかってるさ、あそこにこの事態を引き起こした大将がいるんだろうが！」

　阿九斗が指し示したのは、ザ・ワンが乗っている飛行船である。

　そこにＣＩＭＯ８の一人がおり、さらに共和国の代表が乗っているという程度のことは、阿九斗にも把握できている。その共和国の代表たるマリンが無貌の力を使ったことも推測できている。だが、そこから導かれる結論は、尋じん常じようなものではなかった。

　飛行船を襲おそって二人を倒たおせ。

　それが唯ゆい一いつの結論だった。

　怒りだけが彼を突つき動うごかしていたのだ。

「おおおおお！」

　阿九斗は吠ほえた。

　地面を蹴ける。

　その一ひと蹴けりだけで、風が巻き起こった。けーなところねは顔を覆おおった。

「駄目っ！」

　けーなは言ったが、すでに阿九斗の身体は遥はるか高空にあった。

　衝しよう撃げき波はを纏まとって、一直線に飛行船へと飛んでいくのが見える。

「皇こう帝てい陛下、魔ま王おうの力を封じてください」

　ころねが鋭するどく言った。

　はっ、としてけーなはうなずいた。

　当人とて忘れていたが、皇帝には魔王――すなわち阿九斗の力を封じることが可能なのだ。今までは必要に応じて解放するといったニュアンスでその力を使っていたが、今回だけは封じることで役に立ってくれるだろう。

「皇帝として、その魔王の力を……」

　叫ぶけーなである。が、その声は最後まで続かなかった。

　戸と惑まどいの表情で、自らの手を見つめた。

「……どうしました？」

　ころねが聞く。

「あ……あれ？　で……できないよ？」

　以前はあったはずの感覚が戻ってこない、といった様子で首を振る。

「できない、のですか？」

　さすがのころねも聞き返す。

「え……嫌だよ！　こんなときに必要なことなのに……えいっ！　えいっ！」

　けーなは何度も手を振った。しかし、できないものはできなかった。

「皇帝の力が使えない……？」

　ころねはつぶやいた。その戸惑いは単なる感想でなく、皇帝の力の源がなんであるかを考えた上でのことだった。

　――無貌の力。

　それは、マナとは無関係に存在する意志の力……と、されている。おそらくは、生体の集合意識そのもののことだ。

　それが使えないということは、けーなが無貌の力にアクセスできていないことを示している。それが内的要因によるものなのか、外的要因によるものなのかはわからないが……。

「どうして……。あーちゃんを止めたいのに！　今だけでも止めなくちゃいけないのに！」

　けーなの叫びもむなしく、阿九斗の身体は飛行船に到とう達たつしようとしていた。実体弾だん、エネルギー弾、ともに飛行船から阿九斗に降り注ぐが、阿九斗はそれをものともしていない。

　円えん盤ばん形がたの飛行船の側面に、小さく煙けむりが立ち上った。

　阿九斗の身体はあっさりと円えん盤ばんの装そう甲こうをぶちぬいていた。




　　　　　○




　マリンは驚きよう愕がくしていた。自らが招いたことの結果に、である。

　確かに無貌の力を使用可能にはした。だが、その結果がこんなことになるとは。

　核かく兵へい器きを阻そ止しするために使用したはずの力だったが、それが帝てい国こくの沿岸一部地域を跡あと形かたもなく消し去ったのである。

「無貌の力は、集合意識に強く反応する。共和国の人々がそれを強く願ったということだ」

　ザ・ワンが告げた。

　人語を解する犬、という見かけだが、当人が言うには、犬に寄生した意識生命体であり、宇宙人なのだという彼は、まさに悪魔の遣つかいだった。そのような結果になることを予測して、マリンに無貌の力を使うように仕向けたのだから。

「謀はかったな！」

　マリンは叫ぶ。

　しかし、ザ・ワンは笑いを返す。

「ははは！　生命体に力を与あたえれば、どれも同じ結果になるというだけのこと」

「それを謀ぼう略りやくと言わずしてなんというか！」

　マリンは、この一瞬にして、ザ・ワンとの交こう渉しようをあきらめていた。

　この犬っころの顔面に拳こぶしを叩たたき込むべく、身体を加速する。

　が……。

　――何な故ぜだ！

　マリンの身体はぴたりと止まっていた。前進はおろか、拳を振り上あげることすらできなかった。まるでどろりとした重い泥どろの海につかっているかのように身体が動かない。

「は、は！」

　ザ・ワンは笑う。

「催さい眠みん術じゆつのようなものさ！　君を助けた時に仕込ませてもらった。君は私を攻撃することだけはできない。君みたいな強者と対する時、用心しておくのは大事なことだからね」

「まさか、インプラント……！」

　通常の魔術によって、他人の精神をコントロールするようなことは、まず不可能であるが、例外がひとつだけある。マナが最大限の力を発揮する体内に装置をインプラントしてしまうことだ。

「察しがよろしい。その通りだとも。完全に意志を奪うわけにはいかないからね。何しろ、君には無貌の力を使ってもらわなくてはいけない」

「くっ……」

　マリンはうめく。

「……まだ私に力を使わせようというのか！　すでに世界戦争は避さけられないレベルにまで来てしまっているというのに……」

「確かに世界戦争を引き起こすまでは成功した。だがね、まだ先を見ているのさ、こちらは」

　ザ・ワンは笑う。

「まだ先がある……だと」

　マリンもさらなる恐怖に顔をゆがめる。さすがに世界戦争以上のことを企たくらんでいるなど、考えてもいなかった。

「そうさ。思いも寄らぬ方法で世界を滅ほろぼしてやろう。そのためにこそ、無貌の力は使われ続けなければならんのだ……。君たちの臣民には頑張ってもらわなければ、ね」

　ザ・ワンは冷れい酷こくな言葉を言い放った。

　と、そのとき、警報が鳴り、直後、飛行船の側面が砕くだけた。

　何事か？　と、ザ・ワン、マリンともに表情を変える。

　圧あつ倒とう的てきな力により乗り込んできた阿九斗が破は片へんと煙の中から、ゆらり、と姿を現す。

　その、通常ではとても考えられぬ光景に、ザ・ワンもマリンも一言も発することは出来なかった。ほぼ警けい戒かい不可能な速度で飛行船に接近し、幾いく十もの壁かべを綺麗に突き破やぶり、外からゆっくりと歩み入ってくる男など、常識以上の存在としか言いようがない。

　阿九斗が口を開いた。

「弁解は無用だ」

　声は低く、うなるように響いた。

　それは、マリンをして心しん胆たん寒からしめるものだった。一方で、うっとりと見ほれてしまうかのような感覚に襲われてもいた。強大な恐怖の力も、度を越すと魅み力りよく的てきになってしまうものだ。

　それは、ザ・ワンにとっても同じだった。

「死を運びに来たか、呪のろわれし者よ！」

　ザ・ワンは叫ぶ。その声には、恐怖と、いくばくかの賞賛が混じり合っていた。

　しかし、ザ・ワンの行動は、恐怖に突き動かされた者のみが行うそれだった。蓬ほう莱らいの玉の枝をくわえると、犬の寝ね床どこのような形状のシートに素す早ばやく飛び乗ったのである。

「貴様と正面切ってやるほど耄もう碌ろくはしていない！」

　ザ・ワンの言葉と同時に、コクピット全体がシャッターで閉ざされた。その向こう側で、気圧が変化した音がする。コクピット全体が飛行船より射出されたのだろう。

　いつもの阿九斗であれば、ザ・ワンを追ってシャッターを突き破ったことだろうが、このときの彼かれは正気とは言い難かった。

　その動き出しに予告は無かった。

「貴様が絢子を！」

　何も考えぬ突とつ進しんからの一いち撃げきがマリンを襲った。

　マリンの手が動き、阿九斗の一撃を受け流そうとするも、それが不可能なほどの圧力が、怒ど濤とうのように押おし寄よせてくる。

　咄とつ嗟さにマリンは無貌の力を使っていた。

　凝ぎよう縮しゆくされたマナの光と、それとは違ちがうまばゆい光が、二人の間で弾はじける。

「くうっ！」

「ぐっ！」

　うめき声と共に二人は距きよ離りを取る。

　まだ二人の間の空間に熱気が漂ただよっているかのようだった。

「その力……！　その力が絢子を殺したか！」

　阿九斗は声を荒らげる。

「この……力……」

　マリンは戸惑い、自らの手を見つめた。マナとは違う力を、自分は確かに今、戦せん闘とうに使用した。これは、共和国人民が大地の一部を焼き尽つくした力と同一のものだ。

　無貌の力。

　人間の意志力により発動し、凄すさまじい破は壊かいをもたらす謎なぞの力。

　そして、ザ・ワンが「大いに使うべし」と促うながした禁断の力。

　今、それが自分の意志力で発動したことを、確かにマリンは実感していた。阿九斗に対する恐怖と自己防衛がそうさせたのだ、と心から理解できた。

「その悪意で殺したのか！」

　阿九斗は吼ほえた。

　どぅ、と一気にその力が高まる。それは実際の圧力となって阿九斗の身体から発せられた。

　球状に拡ひろがるマナである。それが、阿九斗を中心に、まさに〝弾け〟た。

「ぐおっ！」

　マリンは、再度、無貌の力を使ってしまっていた。そうしなければ、衝撃波が身体を引ひき裂さいてしまっていたに違いない。

　その証しよう拠こに、飛行船は、内側からドン、と破は裂れつしたのである。

　それにどれほどの衝しよう撃げきが必要なのか……。マリンは考えたくもなかった。戦闘用飛行船の装甲強度は戦車よりわずかに劣おとる程てい度どである。それが内側から風船のように弾けたのだ。

　もっとも、それは、マリン自身にも言えることだった。無貌の力は、それを易やす々やすとシールドしてのけたのだ。

　飛行船の破片が飛び散り、二人の周囲を落ちていく。

　二人だけが爆ばく発はつの中心にありながら、その姿を保っている。

　マリンは、無貌の力に複雑な感情を抱いだいた。

　阿九斗のマナと、マリンの無貌の力は拮きつ抗こうしていた。今、マリンには確かに阿九斗と戦うだけの力があった。これがなければ死んでいただろうが、ここまでの大きな力が代だい償しようを伴ともなわないとは考え難い。それに、ザ・ワンの言葉もあった。

「やめろ！　君と私は戦うべきではない！」

　しかし、マリンは、そう叫んだ。

　それでも阿九斗は止まろうとはしなかった。

「おぅ！」

　吼えていた。

　突進する。

　冷静さを失っていないマリンにとって、パワーはともかく、阿九斗の突進をかわすのはさほど難しいことではない。

　しかし、マリンは、それを受け止めた。

「ぬぅ……！」

　マリンは正面から阿九斗とぶつかり合う。

　二人の力がぶつかり合う炸さく裂れつ音おんがした。

　衝撃で顔がゆがむ。

　が、阿九斗は勢いを殺すことなく、そのまま拳を撃うち込んでいた。

「おおおお……！」

　無数の拳がマリンに降り注ぐ。

　しかし、マリンはここでもそれを正面から受け止めた。

　しかも、無貌の力を使わず、自分のマナの力のみで、である。

「がぁ……っ！」

　マリンはうめく。

　マナを込めた腕うででガードはしている。が、その腕には阿九斗の全力が込められていた。

　瞬またたく間まに、その腕にとんでもないダメージが蓄ちく積せきされていく。

「これが、君の怒り、そして、恨うらみだというのか……」

　マリンはうめいた。

　これは自分を罰ばつする行こう為いなのだろう……と、マリンはおぼろげながら自覚していた。無貌の力は、確かに人がもてあそんでよいものではないのかもしれない……。

　そのマリンの様子に、阿九斗の拳の連打が一いつ瞬しゆん、止まった。

「どういうつもりだ……」

　阿九斗は聞く。

「いや……。立派な男子が冷静さを失ってよいのは、肉親と恋こい人びとが殺された時のみだ。そして、今の君もおそらくはそうなのだろう。だが……君も国を背せ負おうほどの男と見た。それならば、冷静さを取とり戻もどすまでは殴なぐられるのが君と対等に話をしたい者としての義務だ」

　マリンの言葉に、阿九斗は静かに息を吐はき出だした。

　それでも、怒りが消えたわけではあり得ない。

　拳を振ふり上げ、叫ぶ。

「それなら、ガードせずに受け止めろ！　一発で終わらせてやる！」

　理り不ふ尽じん。

　だが、説得力のある魔王の言葉。

　マリンは思わず腕のガードを下ろしていた。

「っく…………！」

　覚かく悟ごをしていた。これが最後の一撃になるとすれば、それでいいとも思っていた。それが騙だまされた自分への罰でもあると。

　が……。

　予測していた衝撃は訪おとずれなかった。

「だめだぞっ！」

　高い声が、するり、と二人の間に滑すべり込んできた。

　阿九斗の拳が止まる。

　マリンが身体を硬こう直ちよくさせる。

　それは、誰だれにも、まるで予測のできないことだった。それだけに、きわめてすんなりと、自然に二人の虚きよを衝いていた。

　ノニモラが二人の間に滑り込んでいた。

　そして……。

　阿九斗にキスをしていた。

「な……」

　その唇くちびるに感じた柔やわらかさが、阿九斗の全身から力を奪うばっていた。

　目から怒りの火が消える。

　マリンもその光景に絶句する。

　と……。

　ノニモラはくるりと空中で回転し、マリンの唇も奪っていた。見事な早はや業わざであった。

「熱くなるなよ、男ども」

　マリンから唇を離はなすと、ノニモラは両者を両手の人差し指で、ぴしり、と制した。

「喧けん嘩かを止めるには、ムチュムチュが一番だぞ」

　阿九斗とマリンの二人は、あまりのことに度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　早く立ち直ったのはマリンだった。女性慣れという点で阿九斗よりも優位だったせいだろう。

「わかってくれ。話がしたいのだ」

　マリンは言った。

　阿九斗も、殴りかかる機会を失っていた。無言でマリンを見返す。

「落ち着くべきだぞ。無貌の力は悪あしき心で発動したとき、悪しき力となる。どこの誰が悪しき心を持ったかが大事なんだ」

　ノニモラの言葉を聞いて、マリンの表情が変わる。

「聞いての通りだ。君の怒いかりはわかる。だが、それは我わが人民に対しての怒りだ。私が詫わびなくてはならないのも、その点だ」

　半ば絶望したかのような表情でマリンは言った。

「人民への怒り……だと」

　阿九斗は冷静さを取り戻しつつあった。そのせいで生来の勘かんの良さが戻って来ていた。そして、その言葉が何を意味しているかを悟さとりつつあった。

「まさか、人々の憎にくしみの心が大地を焼き尽くしたというのか？」

　阿九斗は聞いた。

　静かにマリンはうなずいた。

「おそらくは……」

　マリンの表情の意味が阿九斗にも理解できた。

「くっ……」

　阿九斗は何ど処こにとも向けられぬ怒りに歯を食いしばる。

「無貌の力は、みんなの意識にも働くんだぞ。それを解放してしまった王子にも、もちろん責任はある」

　ノニモラがきっぱりと言った。

　マリンはうなずく。

「私は人民を信じた。それを愚おろかというなら、それでかまわない。取り返しのつかないことをしたとは思う。だが……一方で核かくから地上を救いもした。それは……わかって欲ほしい。良き力でもあった……のだ」

　阿九斗は首を振った。

「わかれ、と言われてわかるものか……。だったら、誰が何をどうしてくれるって言うんだよ……」

「良き力が悪しき力を上回ることを……期待するしかない」

　マリンは、自分でも信じていないかのような声で言った。




　　　　　○




「あーちゃん……」

　けーなは空で行われたことの一部始終を地上から見ていた。

　もちろん、ノニモラが阿九斗にキスしたことも。

　状じよう況きようからいって仕方のないこと、と理解してもいたが、どうしても胸が痛む。

　阿九斗の心を落ち着かせるためのキスの相手は、何より自分でありたかった。その役割が他人に奪われてしまったことに、思ったよりも……ショックを受けていた。

「あの原住民、あとで締しめときましょうか？」

　そう言ったのは脇わきに立っているころねである。それは彼かの女じよなりの気き遣づかいというところなのだろうが、けーなには笑えなかった。

「締めちゃダメだよ……？」

「そうですか。残念です」

「残念です、じゃなくてね……」

　けーなは、ため息をついた。

　そこに上空から三人が降りてきた。

　陰いん鬱うつな空気が周囲を支配する。

　阿九斗とマリンは口を引き結んでおり、ノニモラすら険しい顔である。

「あーちゃん……」

　けーなは降りてきた阿九斗に声をかけたが、阿九斗は軽くうなずいただけだった。

「これからザ・ワンを追うのですか？」

　ころねが聞いた。

　これには阿九斗も口を開いた。

「そうするしかないだろうな。蓬莱の玉の枝は彼に奪われたわけだし。あれがないと無貌の力を封ふうじることもできない」

　阿九斗は、ちら、とマリンを見た。

　マリンは、うなずきこそしなかったが、阿九斗に同意した。

「そうするべきだと思う。早さつ急きゆうに無貌の力は封じられなくてはならない」

「あれだけの力を使えるのに……か？」

　疑いの目を阿九斗はマリンに向けた。マリンの戦せん闘とう力りよくは、無貌の力を使えば阿九斗と互ご角かくだったのだ。

　が、マリンは再度、阿九斗に同意した。

「封じるべきだ。自分は良き力として使われることを人民に期待してもいるが……ザ・ワンがこう言い残している。〝思いも寄らぬ方法で世界を滅ぼしてやろう。そのためにこそ、無貌の力は使われ続けなければならんのだ〟と」

　マリンの表情は真しん摯しだった。阿九斗も表情はゆるめないが、言葉としては合意する。

「ならば、ザ・ワンを追おう。そして、蓬莱の玉の枝を取り戻し、無貌の力を封じよう」

「それは私も協力しよう……。だが、問題がある。私には、ザ・ワンを攻こう撃げきできないようインプラントがなされている」

　マリンは申し訳なさそうに言った。

「インプラント？」

　それについて詳くわしくは知らない阿九斗が疑問を口にする。

　と、ころねが答えた。

「肉体に小型機械を埋うめ込むことで、近接からマナをコントロールしてしまう洗脳行為です。かなり厄やつ介かいですよ」

　そう言って、ころねはポシェットからレントゲン装置を出し、マリンにかざした。

「ちょっと透とう視しさせてもらいますね」

　スピード・ガンのような形状をしているレントゲン装置のモニター部分に、マリンの腹部が映し出されている。その深部に小さなカプセルのような物体のシルエットが。

「自分の手術道具を使えば、インプラントそのものの除去は容易です。しかし、精神的に危険な部分があるかと」

　ころねは説明した。インプラントの中には、除去防止のために、外部からの接せつ触しよくに対してトラップを仕し掛かけているものが多い。実際に爆発するようなものも厄介だが、それよりも、精神に影えい響きようを与あたえるような魔ま術じゆつを仕掛けているものがより危険とされている、と。

「いんぷらんとなら、なんとかなるぞ」

　不意にノニモラが言った。

「どういうことですか？」

　ころねが聞くと、ノニモラは自信ありげにうなずいた。

「昔からいんぷらんとは村に伝わってきたぞ。もちろんそれを取り除く手段も」

「そういえば、この村は過去に失われた技術を保存しているのでしたね」

「そっちではもうやってないのか？　トラップはヘムヘムしながら取り除くと精神が影響を受けにくいのだ」

　ノニモラは胸を張った。

「それはまさに生命の神秘ですね」

　ころねは納なつ得とくしたように言った。

「じゃあ、ノニモラがやってやるぞ！　そこのいい男、こっちへ来い！」

　ノニモラはマリンに手招きを。

　妙みようにあっけらかんとしているが、ヘムヘムというのがアレのこの村独特の表現であることを阿九斗たちも知っている。

「本気なのか？」

　阿九斗は聞くが、ノニモラは真ま面じ目めな顔をしていた。

「本気なのか？　って聞くのも失礼だぞ。ノニモラは大おお真ま面じ目めだ。もっとも祭りでもないのにあんまり大勢に見せるものじゃないから、そこの茂しげみに行くぞ」

「え……ちょっと……」

　阿九斗もマリンも戸と惑まどいの声をあげていた。

　しかし、ころねとノニモラは、二人してマリンを左右から挟はさむと、彼を茂みの向こう側へと連れて行く。

「いずれにせよインプラントが取り除かれるなら従うが……」

　マリンは戸惑いながらも言った。

　そして、茂みの向こうへと彼らは入る。

　阿九斗とけーなは、残されてしまってどうしていいものかわからない。

　誰も不ふ真ま面じ目めなことはしていないはずなのに、この状況はどうにも間が抜けている。

　二人は、気が抜けてしまって、その場に座すわり込んだ。

　茂みからは、声だけが聞こえてきていた。

「インプラントの除去はどのタイミングで？」

「精神がヘムヘムに集中されたときだぞ。その時に手術を頼たのむぞ」

　マリンはヘムヘムが何を差しているかは知らない様子だった。

「ヘムヘム……？」

「知らないのか？　まあいいや。おとなしくしているんだぞ」

　やがて、マリンの驚おどろいた声が向こうから響ひびいてきた。

「なっ……何を……！」

「動くな。ヘムヘムなんだから、脱ぬぐのは当然だろ？」

「脱ぐ……？　何な故ぜ？」

「だから、ヘムヘムだと言ってるじゃないか」

「っと……、だからといってズボンを脱がすのか？」

「もうちょっと協力してくれないか？　ヘムヘムは二人の作業だぞ」

　ノニモラのあっけらかんとした声。続いて、マリンの驚きよう愕がくの声。

「なっ、ヘムヘムとは……まさか……！」

「ヘムヘムはヘムヘムだってば。おとなしくしていろ。いんぷらんとを抜いてやるから」

「しかし、それとこれとに何の関係が……」

「だから、精神を集中させることに意味があるんだぞ」

　その言葉で納得したのかしていないのかわからないが、ともかくマリンの大声は止やんだ。

「しかし、私は王子で……」

「いいじゃないか。男のそれは減らないし。したかしないか他人にはばれないぞ」

「だが、君の身体が……」

「ノニモラは健康だぞ。病気もないぞ。それとも、そっちにはあるのか？」

「いや、ない……が……」

「なら大だい丈じよう夫ぶだ。ノニモラはポンポンにもならない日だしな。さて……あれ？　あんまりバキバキじゃないな」

「そ、そりゃあ、こんな状況で……」

「手を離せ！　それは女に失礼な行為だぞ。ちゃんとノニモラが準備してやるから、有あり難がたく思え！」

「ひゃ……うわ……」

　それから、ごそごそという密ひそかな音と、妙にくぐもったささやき声が聞こえてくる。

「タイミング合わせはどうやって？」

「本人から言ってもらうしかないぞ。最高潮のときにいんぷらんとを抜くんだ」

「最高潮のときに？」

「ドップドップのときに決まってるだろ」

　そんな声を聞きながら座り込んでいる阿九斗の顔には、苦笑いしか浮うかんでこない。一いつ遍ぺんに雰ふん囲い気きが変わってしまった。

「なんだろうね、どうも……」

　阿九斗はつぶやいた。

　これもノニモラの持つ特性なのかもしれない。先さき程ほどもノニモラには助けられた。彼女が間に入ってくれなかったならば、自分はマリンを殺してしまっていたはずだ。

「ねぇ、あーちゃん……」

　隣となりから声が聞こえてきた。

　けーなが身体を阿九斗にもたれかけていた。

「どうしたのさ？」

「だって……」

　もじもじとけーなは身体をよじる。

　茂みから、艶なまめかしい吐と息いきと、一定のリズムでガサガサと音を立てる衣きぬ擦ずれが聞こえてきた。静かに座っていると、嫌いやでも耳に入ってくる。

「だって、と言われたって……その……さ……」

　阿九斗は言葉を濁にごす。

　と、けーなが動いた。腕を阿九斗の身体にまわし、顔を上げると、阿九斗の目をのぞき込んできた。

「あーちゃん……」

　けーながそう言って、唇をすぼめた。

　阿九斗には、その意味が理解できた。ノニモラのこともある。けーながどうして欲しいかは、ずっと前からわかっているはずだった。

　しかし……。

　いつもなら安心感のあるけーなの身体が、今の阿九斗には、どうにも重いものに感じられていた。それは、モーロックの件でけーなの意志を裏切ったことへの後ろめたさのせいでもあるし、愛するもう一人であるところの絢子がいなくなってしまったことも、当然心に引っかかっている。

　けーなが目を閉じた。

　茂みからは、嫌でも意識せざるを得ない甘あまい声が響いている。

　状況に流されてしまっているようで、けーなのどこか物もの欲ほしげな顔に、阿九斗は何故か抵てい抗こうを感じてしまう。

「違ちがうんだよ」

　何が〝違う〟のかはわからないが、そう口をついて出てきた。

　と、けーなは哀かなしげな顔になり、目を開いた。

「ごめん。でも、その……」

　阿九斗は首を振る。

　すると、けーなの中で何かが弾はじけたような音がした。まるで、シャボン玉が微かすかな風に吹ふかれたような音。

　阿九斗が驚いてけーなの目を見返す。と、そこにあったのは、不思議な色の瞳ひとみだった。

「哀しい、とても哀しいことになるでしょう。あなたの過あやまちは、ずっと以前からのもの」

　その静かな声には聞き覚えがあった。

　自同律。そう自らのことを呼んでいたはずだ。

「けーな？」

「あなたがそう呼ぶ彼女は、私であり私ではありません。特に、今は」

　阿九斗の呼びかけに、彼女はそう答えた。

「どうして今、出てきたんだ？」

　その質問に、自同律は哀しげに答える。

「彼女の心が耐えられなくなったから……それが一番、真実に近い答えでしょうね」

「でも、僕ぼくは……」

　阿九斗は思わず反はん駁ばくしていた。

　しかし、自同律は続けた。

「これは、あなたの過ちです。これまでも、そして今も、あなたはほんのわずかに間ま違ちがい続けてきた。思考を私に委ゆだね、そして、人々の思おも惑わくに抗あらがいながらも、流れには抗わなかった。その結果がこれです。願わくば、次は過たぬことを」

　責めるでもなく、詰なじるでもなく、ただ淡たん々たんと事実を述べるように彼女は言った。

　それが何を言っているのか、阿九斗にはわからなかった。いや、わかりたくはなかった。いささか唐とう突とつではあるものの、自らの罪について語っているに違いないからだ。

　自同律と呼んでいたそれは、今まで何度か阿九斗を救ってくれた。大和やまと望ぼう一いち郎ろうが自同律との儀ぎ式しきを行おうとしたとき。そして、月にゼロと共に取り残されたとき……。だが、今、それは突とつ然ぜんに出現して、阿九斗を詰きつ問もんしている。

「過ち？　僕は流されていたなんて思っていない。それに、僕は君のことを救い主のようなものだと思って……」

「それが過ちなのです。あなたが拒きよ否ひしてきた虚きよ偽ぎの物語……。それが虚偽であるならば、私が救い主であるという物語もまた虚偽のはず。そう、私は私に過ぎません。因果律を否定するほどに非物語的でなければ、それはすべて過ちなのです」

　冷れい淡たんに自同律は言った。

「な……」

　おぼろげながら、阿九斗にはその意味が理解できた。だが、そうならば……そういうことならば……。

「教えてくれ、僕はどうしたらいいんだ？」

「それは誰にもわかりません。ただ、過ぎ去った時だけが過ちを教えてくれる。本当にそれだけなのです。大きな力には大きな責任がある。それは、人の世でのこと。大きな力は個人の好きに玩もてあそんで良いというのが真理です。ただし結果だけは常に存在する」

「冗じよう談だんじゃない。それは因果律じゃないか。まさか、君だけが神だとでも言うつもりか？」

「いいえ。私は自じ我がのはじまり。その最初の点です。時の最初から存在するが故ゆえに、多くの過ちを見てきました。その私にも正しさはわかりません。力ある者が欲ほつするものだけが正しさのすべてとなるのです」

　返ってきたのは絶望的な答え。

「僕は僕のせいだけでいろいろなものを失ったって言うのかい？」

「そうです。それでも、今まで通りに何かを続けざるを得ません」

「そんな……！」

　阿九斗は絶句した。

　そして、もう彼女は自分に言うことは何もないのだ、と悟った。

　けーなの瞳の色が消えた。

　元のけーなに戻もどっていた。

　ばつが悪そうな顔のマリンと、妙にさっぱりした顔のノニモラが戻って来た頃ころ、けーなは哀しげな表情のままで阿九斗を見つめていた。







２　やがて死ぬべき命について







　戦せん況きようは最悪だった。

　司令室に間借りして状況を見守っている木き多た淑よし恵えと服はつ部とりゆう子こは、この帝てい国こくにおいて、全体の戦況を把は握あくできている数少ない者のうちの二人だった。

《北海道方面全ぜん滅めつ！》

《九州、各都市が突然燃えはじめました！》

《四国、応答ありません！》

《中部方面、増ぞう援えんを願います……！》

　次々に絶望的な通信が飛び込んでくる。

　原因はわかっていた。絢じゆん子こを巻き込んだ、あの爆ばく発はつ――いや、あの炎ほのおが各地を襲おそっているのだ。すなわち無貌の力である。

「ブレイブの報告が本当なら、無貌の力とはおそらく種族の集合意識」

　淑恵がつぶやく。

「それがどうして国を焼いているの？　そんな力、あっていいわけないじゃない！」

　もはやとめどなく涙なみだを流しているゆう子が叫さけぶ。

　淑恵は、しかし、首を振ふった。

「もし、人々の意志が叶かなう力があったとしたら、それは創造性よりも破は壊かいに向けられてしまうはず。もちろん、長期的には創造に向かうはずだけど、戦争状況にあっては……」

「だったら、どうすればそれを防げるの？」

　半ば悲鳴となったゆう子の声が響く。

　淑恵は眼がん前ぜんにあるコンピュータのキーを叩たたき、状況を分ぶん析せきする。

「その力とて超ちよう常じようのものではない。異空間から出現する熱が、あの色のない炎の正体。つまり、仮想異空間のように、異空間を制せい御ぎよできる力があれば……」

《帝てい都と湾わん岸がん、全滅を免まぬがれました。魔ま王おうです。魔王が敵を押おし返かえしています！》

　通信がそう告げた。

「そう、魔王にはその力が……！」

「でも、その魔王って阿あ九く斗と君じゃなく……」

「まさか、佐さ倉くら啓けい……！」

　二人は顔を見合わせた。




　　　　　○




　そのまさか、だった。

　啓は只ただ一人、共和国の軍勢を押し返していた。帝てい都との防衛の最前線で。

　宙に浮き、神こう々ごうしいとも言える光を湛たたえ、海から押し寄よせる敵てき艦かん船せんを一隻せき、また一隻と葬ほうむっている。その姿は、魔王というよりは、審しん判ぱんを下している神の使徒のようだった。

「僕に帝都を守るなんて甲か斐い性しようがあるとは思っていなかったなぁ」

　啓は独りごちた。

　無貌の力により天から降ってくる色のない炎をスクリーンを張って遮さえぎり、残った力で艦かん船せんを沈しずめる。

　簡単な作業ではないが、今の啓には、それが可能だった。

「最高に冴さえているからね。今の僕ってば」

　しかし、その啓でさえ、対処困難であろう相手が海上をやってきていた。

「っつぅ……まいったな。まさかこっちに来るなんて」

　啓はつぶやく。

　その視線の先にあるのはブレイブ。ミサイルのように海面すれすれを啓に向かって飛んできている。




　　　　　○




「対魔王戦モード」

《了りよう解かい。対魔王戦モードに移行します》

　ブレイブの周囲にマナキャンセラーが起動する。さらに、周囲のマナを吸収する機構も活動をはじめる。

「この状じよう況きようなら、圧あつ倒とう的てきにこちらが有利だ」

　ブレイブ＝三み輪わヒロシは、そう啓に呼びかけた。回線を使ってではない。肉声が届くほどにすでに二人は接近していた。

「知ってるよ。だけど、どうして僕を襲う？」

　啓は笑えみを浮かべた。

「魔王となっておいて何を！」

　ブレイブは叫び、空中で啓と交こう錯さくする。

　啓はすんでのところでブレイブの突とつ撃げきをかわしている。

「今は、それでも帝国を守っているじゃないか」

　啓の口調には余よ裕ゆうがある。だが、その行動は慌あわただしいものだった。

　スクリーンを張り、艦船に攻撃を加え、さらにブレイブから逃のがれる。

　いかに啓といえど、ブレイブの攻撃だけはかわすのがやっとなのだ。

「だが共和国民を殺している！」

　高周波ブレードが啓に襲いかかる。

　啓は高速で飛び退すさり、それをかわした。

　ブレイブから一定距きよ離り内にあっては、マナは一いつ切さい働かない。それほどまでにブレイブのマナキャンセラーは強力だった。そのため、啓にもブレードを受け止めるのは不可能なのだ。

「共和国民の願いは帝国の壊かい滅めつじゃないか。それを止めようとして何が悪い」

　啓は挑ちよう発はつするように言った。そして、ブレイブから一定の距離をおいて、啓はくるくると空中を舞まう。その姿は美しいが、ある種の悪夢に出てくる蝶ちようのような禍まが々まがしさを備えていた。

「その先に何があるってんだよ！　お前自身、その後に死ぬんだぞ！」

　ブレイブは叫んだ。

　そこに返ってきたのは意外な答えだった。

「知ってるさ、そのくらい。ザ・ワンが僕をただで魔王化させるわけがない。僕にはインプラントが埋うめ込まれているだろうね」

「なんだって！」

　それを啓が知っていたことに衝しよう撃げきを受けるブレイブだったが、続く言葉はさらに衝しよう撃げき的てきなものだった。

「僕は世界を滅ほろぼすために動いている。だから、大事なのは滅ぶ順番だけ。最後には当然ながら僕だって死ぬさ」

　平然と啓は言ってのけた。

　ブレイブは、その衝撃を飲み込み、改めてその言葉の意味を認にん識しきした。そして、自分がすべきことを再確かく認にんする。

　――啓のことを早さつ急きゆうに殺さねばならない。

「それなら早々と退場してもらうぞ！」

　再度、突っ込んでいく。それをかわしながら、啓はつぶやく。

「僕だって馬ば鹿かじゃない。君の弱点くらいは知っているつもりだ」

　ブレイブの弱点。それは、仮想異空間のフィールドで包まれることで、転送されてくるエネルギーの供給がなくなることだ。それにより、バッテリーが保つ間しか駆く動どうできなくなる。啓はすでに広域を仮想異空間のフィールドで包つつんでいるはずだった。

「こっちだってそのくらいは知っている！」

　一気にブレイブの速度があがる。フィールドの端はしに到とう達たつすれば、ブレイブはそのフィールドすら切きり裂さける。

　しかし……。

「仮想異空間のフィールドはマナキャンセラーに影えい響きようを受ける。だけど……」

　啓は軽かろやかに舞いながらブレイブを指さした。

「……そのぎりぎり外側にフィールドを張り、フィールド自体を移動させれば問題ないさ」

　ほくそ笑む。

「魔王殺しのために作り出されたものだろうが、所しよ詮せんは失敗作だったのさ。それは大和やまと望ぼう一いち郎ろうが失敗した時点でわかっていたこと！」

　その嘲ちよう笑しように、ブレイブはレーザーで応える。

「だったら！」

　背部より発射されたレーザーは、啓をホーミングして曲がり、仮想異空間フィールドを貫つらぬいて伸のびていく。

　しかし、啓はレーザーをマナでシールドし、さらに破れた仮想異空間フィールドも即そく座ざに閉じる。これでは、ブレイブは単にエネルギーを消費したにすぎない。

「もうすぐ君のバッテリーは尽つきるよ」

　自信に満ちた様子で啓が言った。

　その言葉の通りだった。

　ブレイブのバイザーには、バッテリーの警告が点てん滅めつしはじめていた。

　さらに啓は挑発を続ける。

「君は最初の犠ぎ牲せいになればいい。いや、最初じゃあないか。もう消えた人たちが帝国にはいたっけ」

　その侮ぶ蔑べつに、ブレイブは激げき昂こうする。

「ふざけるな！　そうやって人の死をあざ笑うな！」

「死？　いいじゃないか。死なんて事象を一階層飛とび越こえるだけに過ぎないんだから」

　ブレイブの真しん剣けんさに比して、啓の言葉は軽い。

「何をわけのわからないことを！　死んだら、ここからいなくなるってことなんだぞ！」

　怒ど鳴なる。だが、啓の態度は変わらない。

「わかってるじゃない。そうだよ。死をそういうものとしてとらえない限り、僕の見み据すえる美しい滅びは理解できないよ」

「……何が美しい滅び、だ！」

　ブレイブは突とつ進しんした。

「魔王とは……」

　啓は、このとき、突っ込んでくるブレイブをかわそうとはしなかった。ただ、右手をあげた。そして、その掌てのひらからマナ球を壮そう絶ぜつな勢いで放出した。

　この時、丁度ブレイブのバッテリーが切れた。

「！」

　ブレイブは正面からマナ球を受けることになった。

　マナキャンセラーも働かず、その衝撃はすべてブレイブスーツに伝わったはずだ。

　爆ばく発はつ音おん。

　ブレイブは上空から煙けむりの尾おを引いて落ちる。

「魔王とは、この世の生命全体に死をもたらすもののことなんだよ」

　啓は、落下するブレイブを見下ろして勝かち誇ほこる。

　ブレイブが、このまま海面に激げき突とつするしかないと見えたその時……。
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《自律行動モードに移行します》

　ブレイブスーツが、そう告げた。

　バイザーの内側に明かりが点ともる。

「バッテリーが切れなきゃ発動しないのかよ……欠けつ陥かん品ひんじゃねぇの？」

　ヒロシはぼやいた。

　衝撃はブレイブスーツが受け止めているが、ヒロシ自身のマナを使ってブロックしなければ即そく死しだったろう。

《小型原げん子し炉ろ、温度安定。放射線漏もれ検知できず》

「こいつが秘密の追加機能か……」

　内蔵小型原子炉。

　それがブレイブを動かしていた。

　賢けん人とが改造を施ほどこした秘密兵器。

「何があった？」

　啓が、いきなり墜つい落らくから立ち直ったブレイブを見て声を上げた。

「まだやれるってことさ！」

　ブレイブは再び空に舞い上あがった。




　　　　　○




　しかし、ブレイブの敵は他にもいた。

《やめろ！　魔王を殺すためだけのマシーンか、お前は！》

《今は魔王といえど国を守っているんだぞ！》

　そんな声がモニターしていたマナスクリーンから聞こえてくる。

　今、ゆう子が目にしている、それが現実だった。

「なんでそんなことになっているの？」

　ゆう子は半ば恐きよう怖ふとともにスクリーンを見つめた。帝都の避ひ難なん所じよに集まった人々は、モニターで啓の戦いぶりを眺ながめて、そんな声をあげていたのだ。避難所にすし詰づめになりながらも、誰だれもが自らの境きよう遇ぐうよりも帝国の存亡が大事とモニターに向けた目をぎらつかせていた。

「共和国と戦っているんだから、魔王といえど帝国側の魔王というわけさ」

　彼かれらの様子を見て、醒さめた声を淑恵はあげた。

「だけど……！」

　ゆう子のその叫びを淑恵は首を振っただけで否定した。

「あの新しい魔王の子の思惑通りに行っちゃってるってだけのことさ。これで無貌の力を手に入れたなら帝国市民は復ふく讐しゆうに走るのだろうし、啓の指示に従うことだってあり得る」

　淑恵の恐おそろしい推測に、ゆう子も心が冷える。

「あの子、一体何をするつもりなの？」

「気になるね……。ただ、ストレートに彼の言葉を引用するなら、彼は〝美しい滅び〟を目指しているってことだ」

　いつも冷静な淑恵だが、この時ばかりは、ゆう子の背筋にも冷たいものがはしる。

「美しい滅び……」

「それが真の意味での滅びを指していないのだとすれば、私が抱いだいていた疑問も具体性をおびてくる……。その疑問とは、この世界における死の虚きよ構こう性せいだ」

　淡々と淑恵は言った。

　それが淑恵に特有の大おお仰ぎような語調だけでない深い意味が含ふくまれていることは、その表情からゆう子にも読み取れた。

　こんな時に話題にするからには、どんなに突とつ飛ぴなことに見えても、今までの会話と関連性があるはずだった。

「死の……虚構性？　それって、死が嘘うそだってこと？」

　ゆう子に言われて、淑恵はうなずいた。

「仮想異空間の存在。無貌の力の存在。そして、どこからか出現して消えたというケーナの存在。これらが示していることは、我々が行き来可能な異空間の存在だ」

　その言葉の意味が、ゆう子には理解できなかった。

「な、なに……それ？　死ぬことが嘘で異世界がある……？　まるでわからないんだけど」

　淑恵は、やや考え込むように顎あごに指を当てると、こう言いい換かえた。

「つまり、死後の世界。天国とか、地じ獄ごくとかってものが、本当にあるとしたら？　ってことなのさ。逆に言えば、今生きていること自体が嘘ってことになる。生きてても死んでても変わらないかもしれない。時間を超こえられる技術、さらには外宇宙の神の存在の示し唆さ……。この世界の生そのものが虚きよ構こうなのだとしたら？　そうすれば、すべてが成り立つ」

「でも、こうして、生きて、苦しんでいるじゃない、わたしたち……！」

　声を荒あららげるゆう子である。

　淑恵は静かにうなずいた。

「私たちは、それぞれ独立して考えている。だから、世界は存在している。としても、それが虚構である可能性は排はい除じよできない。死を死として迎むかえられないならば」

「やっぱりわからなくなったよ……。それって、どういう意味なの？」

「そこから先は、わたくしが説明いたしますわ」

　不意に声が割り込んできた。

　淑恵とゆう子が振り返ると、そこには江え藤とう不ふ二じ子こが立っていた。

　別行動をとっていたはずである。その彼かの女じよが帰ってきたということは……。

「わたくし、魔王の生まれた地に再び行って参りましたわ」




　　　　　○




　不二子が黒魔ま術じゆつ師しに伝わる情報を追っていたのは周知のことである。

　しかし、そこには、あらゆる事態を想定していた不二子にとってすら、あり得ない、と思わせる程ほどの秘密が隠かくされていたのだ。

　それは、兵器としての魔王が産み出された理り由ゆうと、この世界のあらまし。

　黒魔術師の伝統を継つぐ鈴すず木き一いつ成せいより渡わたされた鍵かぎによって、魔ま術じゆつ的てきに転送されて出現した場所は、ジャングルの奥おく地ちにあるとおぼしき古ぼけた研究所だった。一目でそれは帝国文明以前のものだとわかる。古びたコンクリートの廃はい墟きよだ。四角いだけの無ぶ粋すいなエントランスには看板がかかっていたが、そこには『○○総合研究所』とだけ記されていた。○○の部分は、名前か地名が削けずり取とられていたのである。

　――研究所……しかし、これは文明以前のもの……。

　不二子はいぶかしんだ。

　魔ま術じゆつ開発初期のことなのだから、古い施し設せつで研究が行われていることは間ま違ちがいない。だが、古すぎる、というのが不二子の印象だった。これでは、基き礎そ理論しか研究できないだろう。

　不二子は中に踏ふみ入った。

　研究所は荒あらされていなかった。ＰＣが整然と並び、ダンボール箱がそこかしこに積まれていた。まるで引ひっ越し前そのままといった様子だ。

　が、廃墟は廃墟である。経年劣れつ化かと植物の進入によって薄うす汚よごれ、どこも触さわれば今にも崩くずれ落おちそうになっていた。

　手近なダンボールをあけてみると、蓋ふた全体がぼろりと剥はがれ落ちた。中に入っていたのは書類である。紙は相当に劣化していたため、一枚一枚を剥がすのははばかられたが、それでも一番上の一枚の文字は判別できた。魔術の初期研究についての書類であることが見て取れた。ナノマシンの研究成果であるらしい。

「それでも、やはり、ここが最初の研究が行われた場所ですのね……」

　不二子は、適てき宜ぎダンボールをあけながら、さらに奥おくへと進む。

　めぼしいものは見つからなかったが、最さい奥おうの所長室とおぼしき部屋でそれは見つかった。

　日誌である。

　黒くろ革かわの板二枚で挟はさまれたバインダーである。挟まれていた紙はかなりの量になる。所長がつけていたものだとすれば、かなりの日数に亘って記き載さいされたことになる。

　しかし、一読して、それがいわゆる記録のための日誌とは内容が異なることがわかった。

　それは、ある種の危き惧ぐを持った所長によって書かれた思考の記録だったのである。

　ある種の危惧、それは……。

　――虚構の世界、ですって……？




　この研究により、後の世界は確かに幸福なものになるだろう。だが、その一方で、それがある種の虚構の上に成立しているものであることがわかるだろう。いや、この研究の成果こそがそれを証明したということなのだ。




　不二子は、その先を読んで、その恐るべき内容を把は握あくしていくにつけ、全身から汗あせが噴ふき出だすような恐怖を感じ始めていた。

　それは、大まかに言えば、次のようなことになる。

　この世界が虚構ではないのか？　という問いについて考えたことがある者は多いだろう。たとえば、自分が実在しているということだけは実感できるが、だとしても、この世界が自分が見ている幻げん覚かくである可能性だってある。

　とはいえ、前記の例には、明確な反論が存在する。他者の存在である。自分が実在しているなら、思考する他者の存在も認めなくてはならない。他人の死を自分の死と同等のものと認めるならば、誰が死んだとて世界は終わったりしないという事実が残る。ならば、もし自分が死んだとしても世界は続いていくだろう。

　ただし、この世界が虚きよ偽ぎであることを証明できない唯ゆい一いつの事例がある。

　もし世界全体が誰かの夢であれば？

　その問いにだけは明確な答えはない。

　神がこの世界を作った、あるいはこの世界が誰かの描えがいた物語である、と想定すれば成り立つ世界観だが、その神の実在や、世界記述者の存在が、その世界の内側からは証明できないのである。

　これまでは、だが。

　――なんということですの……。確かに、それさえ事実ならば……。

　不二子は、身体を震ふるわせた。

　世界は虚構の上にある。

　この手記が指し示す研究によって、その答えが出ていたのだ。

　曰いわく、「死後の世界を覗のぞき、還かえってきた者がいるならば、この世界は虚構であると証明できる」。

　その結論は、背筋を寒くするというより、真実を知った人間の気を狂くるわせてしまうようなそれと言っていい。

　死後の世界を覗き、還ってくる……それは、復活、ということだ。

　過去に存在したどの宗教にもある〝復活〟の概がい念ねん。人は復活を信じることで、この世界を虚構化できることに本能的に気づいていたのだろう。

　死んで、還ってきた者が、同一の思考を持っているなら、死後の世界があることが証明される。そして、死後の世界の実在は、この世界の外に何者かが存在することを示している。

　それは真の意味での神だ。外の世界の神だ。

　復活が紛まぎれもない真実であれば、現実こそが虚偽になり得るのだ。外の世界の神が作った虚構の世界……。

　手記は死語の世界の証明にかなりのページを割さかれていたが、重要なのは次の一文だった。




　被ひ検けん体たい一号は死後の世界を行き来したことによって魔ま王おうと呼ばれた。




　――もちろん阿九斗様は……復活……を果たしている……！　ならば、初代魔王も……。

　不二子は、あの時を思い起こし、さらに震えた。

　手記を読み進めていく。

　さらに恐るべき方向に、誰とも知れぬ所長の思考は進んでいく。

　兵器であり、システムたるコンピュータ神のネットワークの一部として産み出された魔王が、なぜその力を持つようになったのか？

　それには、自同律について考える必要があった。

　自同律。

　言葉通りならば、すなわち、自分が自分であることの動かしがたい原則のことである。

　自分が思考する実体としての自分であると揺ゆるがないことが、この世界が存在することの証明であることはすでに触ふれた。

　だが、世界が誰かの夢である場合はどうなるか？

　その答えもまた簡単だ。

　世界は、その世界記述者の自同律によって産み出されたものであるのだ。

　ならば、世界とは？　世界は虚偽である。

　だが、同時に、虚偽である世界の内側から見れば、それは絶対の真実となる。

　外からは虚偽。内側からは真実。

　ここでは、世界を外側から、虚偽として眺めてみよう。

　世界のはじまりとはどのようなものであったか？

　自同律より自同律以外をすべて排はい斥せきした結果、たった一人自同律と向かい合う自分自身がいる。それこそが原初のひとり。夢を見ている者のいる世界のまた夢を見ている者の世界のまた夢を見ている者のいる世界の……無限に続く連れん鎖さがあったとしても、たった一人自同律と向き合う自分自身があれば、それは原初のひとりなのである。

　そのひとりこそが、存在のすべてと生のすべてを飲み込んだひとり。

　神と言い換えるにはあまりに孤こ独どくなひとり。

　純じゆん粋すい単独者。

　ならば、世界とは？

　その自同律に付帯する雑多なもの……それこそが世界ということになる。

　世界が自同律による虚偽であったとしても、その虚偽が自じ我がを持つ生命であることはあり得る。いや、自同律の意志を超えることこそが普ふ通つうだ。そして、各おの々おのが自由であれば、世界の真実を知ろうとする者が現れる。

　この世界において、それはシステムたるコンピュータの神であった。

　コンピュータ神は自問した。

　生命体でない自分が自我を持ち得るのは、この世界が虚偽である証明なのではないか？

　そして、コンピュータ神は魔王を産み出した。

　この世界の虚偽を暴あばき、〝死〟を超ちよう越えつし、コンピュータ神と人々を真実の世界に連れて行ってくれる者。それこそが魔王なのだった。

　――こんなことが……。

　不二子は、そのような内容が書かれた手記を閉じ、服の内側にしまい込んだ。

　狂きよう気きによって記された産物なのか？　それとも事実を語っているのか？　その二択たくであれば、これは事実を語っているのだという方に賭かけたかった。

　そもそも自同律がコンピュータ神の信しん仰こうであったと結論づけられたのならば、コンピュータ神によって作られた魔王が単なる兵器であるとは考えにくい。コンピュータの神々がけーなを殺してまで行おうとしていた儀ぎ式しきが何らかの効力を持ち得たかもしれないこともそれを裏付けている。

　さらに重要なのは、死を超越するという部分だ。死し霊りよう術のそれとは違ちがう意味での死者蘇そ生せいがあり得るということは、他ほかならぬ阿九斗が証明していた。

　――もし、阿九斗様が単なる兵器なのではなく、人間でもあるということならば……。

　この世界は虚構であり、人間ならば誰でも復活があり得るということになる。

　不二子は、さらにデスクを探さぐった。多くの雑多な書類に混じって、見覚えのある物品の描かれたノートが発見された。

　そこには、蓬ほう莱らいの玉の枝が記されていた。

「すると、あれはここで開発されていた物品……」

　不二子は、そう口に出し、さらにページをめくる。

　そこには『仏の御み石いしの鉢はち』『火ひ鼠ねずみの裘かわごろも』『龍りゆうの首の珠たま』『燕つばめの子安貝』がそれぞれ記されていた。

「過去の伝承をモチーフにそれぞれ開発されたもの……ですわね」

　不二子はそれらを順に確かく認にんしていったが、驚おどろくべき事に、すでに見たものが含まれていた。

　それは、『仏の御石の鉢』と『龍の首の珠』。それぞれ、阿九斗を蘇生した棺ひつぎと、ピーターハウゼンである。

「あれが……」

　そして、それらの神秘の力とも見えた術は、おそらく、ここで開発され、想定されていた使い方がなされていたのだ。

「ということは、あと二種類……」

『火鼠の裘』『燕の子安貝』。これらの外見はパラボラ・アンテナ様のシートと、人が乗り込めるカプセルであった。

　不二子はそのノートも服の内側にしまい込む。

　自分が最も真実に近づいた一人であることに、不二子は確信を持った。

　では、これらの真実がなぜ伝わってこなかったのか？　不二子はさらにノートをめくった。

　この世界と同様の世界が複数あるとすれば、それは世界の虚構性を認にん識しきした瞬しゆん間かんに、この世界と接せつ触しよくしてくるはずである。故ゆえに、これらは使われてはならない。
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「やはり、この世界の虚構性……」

　淑恵は、不二子から受け取った手記を読み、そうつぶやいた。

「それを裏付ける証しよう拠こが見つかったと言ってもいいですわね」

　不二子はうなずいた。

　淑恵も首しゆ肯こうした。

「確かにそうだろうね。そもそも、この世界の宇宙開発に疑問を持った時から、疑ってはいたんだ。この世界に太陽系から外側は無いように見えていたからね」

「そう言えば、月に行った時に……」

「そう。宇宙開発は禁じられていた。まるでこの世界は箱庭のようだった。さらに、ここになってはっきりした。阿九斗君が死を乗のり越こえている……。同様に、誰もが死を乗り越えられるとしたら……」

　淑恵の言葉に、不二子は言葉を継いだ。

「世界は、誰かの夢にすぎない」

「まさか、まさか、さ。しかし、その二度のまさかこそ真実だと思ってもいい……」

　淑恵が苦笑いを浮うかべた。

「もし、世界を認識できるのが人間だけなのだとしたら、人間の死し滅めつが世界の終わりだ。だが、同一性を持った存在が復活するなら、世界は誰かによって管理されていることになる。すなわち、虚構、だ」

　淑恵は、そう言ってから、頭痛がする、といったように指で目め頭がしらを押おさえた。

「しかも、この世界と同様の世界も複数あって不思議はないということですわ……」

「外宇宙の神。この世界のコンピュータとしての神が人間をデータ化して逃とう亡ぼうさせようとした理由がそれのはずだ。それらがこの世界に侵しん攻こうしてくる。それこそが真の滅ほろびだ、ということなのだろうね」

「……もしかしたら、わたくしたち、本当に世界の終わりに直面しているのかもしれませんわ」

「絶望すべきなのかな？　違うのかな？」

「それは単純な二択ではありえませんわね」

　不二子が首を振ふった。

「何を言ってるの？　ねぇ、説明してよ！　まったくわからないわ！」

　ゆう子が感かん極きわまったように大声をあげた。何か良くないことが起こっているのだけはわかった。だが、その内容はゆう子には理解できていない。

「簡単に言うと、この世界は偽にせ物もので、わたくしたちは誰かの創造物に過ぎないってことですわ。さらに、その世界をもてあそんでいる何者かが、外宇宙から世界を破は壊かいしにやってくるってことですの」

　あえてこともなげに不二子は言った。

「え……」

　ゆう子が絶句する。

　淑恵が自じ嘲ちよう的てきな笑いとともに、こう続けた。

「そんなに絶望することはないよ。私たちは死なない、いや、死とは別の世界へのシフトでしかありえないのかも知れないんだから」

「でも……それこそ絶望的なんじゃ……」

　ゆう子がつぶやく。

「そうね、でも……」

　不二子が首を振った。

「……そうなると、啓は何をしようとしているのかしらね……」
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「大量死。滅めつ亡ぼう。そこにだけ価値があるんだ」

　啓はそう語った。

「頭がおかしいのかよ！」

　ブレイブは叫さけんだ。

「何もない平原、砂と岩だけの大地、そんなものしか美しくはないだろう？」

「どうかしてるぞ！」

「僕ぼくがどうかしてるなら、それは世間と違っているってだけのことさ」

　啓は笑った。

「世よ迷まい言ごとを！」

　啓とブレイブは、もう数分ほども空中戦を繰くり広ひろげていた。ブレイブが追い、啓が逃にげる。そのいたちごっこは永遠に続けられるかのようだった。

　と、不意に啓が言った。

「死後の復活があり得るとしたら、僕のしていることは正しいことだと思わない？」

「……！」

　ブレイブの手が止まる。「何を馬ば鹿かなことを」とは言えずにいた。

　淑恵たちがいるコントロール・ルームと、ブレイブとは回線が開かれている。そのため、不二子たちの声は聞こえていたからだ。

「ならば、何な故ぜ……帝てい国こくを守る？　死ねば同じだろうが！」

「物事には順序というものがあるだろ？　無貌の力の使い手が先に死ななくては困るんだよ」

「そいつは……」

　ブレイブは言葉に詰つまった。

　どうやら、啓は最初から不二子が調べてきたことの内容を把握していたらしい。

　今や、啓の言葉は一定の説得力を持っていた。

　無貌の力が人々の集合意識なのだとしたら、それらが死後の世界となんらかの関係があるとしてもおかしくはない。誰だれが本当に世界を救おうとしていて、誰が本当に滅ぼそうとしているのか、ブレイブにも、いや、淑恵にもわからなくなっていた。

「だから、僕を倒たおすことは、本当の世界の終わりに繋つながってしまうってことさ！」

　啓は挑ちよう発はつするように言った。

「ち……いったいどうしたらいいんだ……」

　ブレイブは迷った。

　しかし……。

　脳のう裏りに一人の男の顔が浮かぶ。

「だとしても、それはアニキの仕事だ！」

　魔王は一人ではない。

　ブレイブは叫び、突とつ進しんする。

　啓は虚きよを衝つかれた。

　高周波ブレードが啓の胸の表面を裂さいた。すんでのところで致ち命めい傷しようは免まぬがれているが、ダメージは明らかだ。

「うわぁあああ！」

　啓は叫ぶ。

　普ふ段だんなら瞬しゆん時じに治せたであろう傷が治らないのだ。無論、ブレイブのマナキャンセラーのためである。

「くそっ！　くそっ！」

　毒づきながら啓は落ちる。それをブレイブが追う。

「高温プラズマ球セット」

　死し刑けい宣告のようにブレイブがつぶやいた。その身体の周辺に爆ばく発はつ的てきな破は壊かい力りよくを持つ球体が出現する。耐たい熱ねつシートを身体にかぶると、そのまま啓に向かって突進していった。

「終わりだ！」

　ブレイブは啓に迫せまる。

　啓の表情が凍こおる。

　いつもの力は発揮できず、避さける手段は、ひとつとして、ない。

　と、その瞬間だった。

「待ってくれ！」

　するり、と二人の間に滑すべり込んできた者があった。

「な……！」

「……！」

　ブレイブ、啓、共に言葉を失う。

　二人の間に転送されてきたのは、驚いたことに賢人であった。

「やめてくれ！　今、彼かれを倒さないでくれ！」

「どうしてだ！　賢人！」

　ブレイブは叫んだ。

　しかし、止まることは出来なかった。

　高温プラズマ球は、拡ひろげた賢人の左ひだり腕うでを瞬時に焼しよう失しつさせていた。

「ぐわぁああ……！」

　絶ぜつ叫きようが海の上に長く尾おを引いた。
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「どうなってるんだ、これは……」

　淑恵が声をあげた。

「どうもこうも状じよう況きようは最悪でしょうに。どういうわけか賢人が……」

　不二子はそう答えた。

　しかし、淑恵はどうやらブレイブのモニターとは別のマナスクリーンを見ていた。

「どうしましたの？」

「隕いん……石せき……」

　淑恵は明らかに狼ろう狽ばいした声をあげていた。

「隕石？」

　不二子が淑恵が見ていたマナスクリーンをのぞき込む。

　嫌いやな予感がしていた。

　そこには、昼間の空でも小さく輝かがやいて見える星が映し出されていた。

「隕石なんて珍めずらしくもないんじゃあ？」

　ゆう子が混ぜっ返す。

「それがそういうわけでもない」

　淑恵がマナスクリーンにデータを映し出す。そこには隕石の軌き道どう図が描かれていた。

「こいつは冥めい王おう星せいの向こうからやってきた」

「冥王星の……？」

「念のため、この宇宙の不自然さを示すためのデータを集めていたんだが、そのひとつに先さき程ほども言った〝この宇宙において冥王星より向こうは存在しないのではないか？〟という疑いがある。この隕石は、その太陽系の外側から突とつ然ぜん沸わいて出てきたと言っていい。正確にはわからないが、観測できたのはつい先程だそうだ」

　淑恵は、そう解説した。

「発見が遅おくれた、とは考えにくい。戦時防ぼう空くう網もうにひっかかって判明したことだ。驚いたことだが、この戦時防空網、太陽系内を帝国に向かって移動してくる物体をもカバーしていた」

　驚きとともに、淑恵が言った。

「太陽系内をカバー？　それは……」

　不二子も戦せん慄りつに顔を曇くもらせる。

　――外宇宙からの何者かが攻こう撃げきを仕し掛かけてくる可能性がある。

　そう研究所の手記にあったではないか。

　淑恵はうなずく。

「どうやら、防空網自体が帝国発生時から存在していたものだったらしい。帝国の発生時に太陽系は監かん視し対象に入っていたわけだ。研究所の手記の内容がさらに裏付けられてしまった……」

「そんなことが……」

「ともかく、この隕石は、直径が二十キロほどもある」

「二十キロ……というと？」

「帝国を滅ぼすのに十分な大きさということだ」

　淑恵は断言した。







３　誰も望まぬ結果へと







「隕石？　帝国を滅ぼすほどの？」

　通信が繋がった阿あ九く斗とに、淑よし恵えが状況を報告し終えた。

　阿九斗は情報を整理しかねていた。事態は混こん迷めいの度を深めている。

　帝国は共和国に無貌の力により敗北しつつある。ヒロシは啓けいを倒しかけたが、それは賢けん人とにより阻はばまれた。そして、自分はザ・ワンにより蓬莱の玉の枝を失った。そんな中、帝国に隕石が接近しつつあるという……。

　それらの事態の原因は、共通の謎なぞに行き着くらしい。外宇宙の神と、無貌の力、だ。

「その隕石、どうにも共和国にとって都合が良すぎる」

　阿九斗は言った。

《その疑念は私もあったさ。ということは、たぶん……》

　淑恵が言いかけた言葉を阿九斗が継つぐ。

「無貌の力の産物だ」

　共和国にとって都合が良すぎる、というのは、こういうことだ。隕石によって帝国は壊かい滅めつするだろうが、共和国はそうではないだろう。もし隕石によって地表が冷えて長い冬が訪おとずれたならば、長期的にはその限りではないが。

「確かに、一いつ般ぱん大衆が隕石を呼んでしまったと考えてもおかしくはない」

　マリンもうなずいた。

「だったらどうするね？」

　阿九斗はマリンに突っかかるように言った。まだわだかまりはとけていない。

「落ち着きたまえ。しかし、これがザ・ワンの言っていたことと重なることも間ま違ちがいない。とすれば、これこそが、全世界の破は滅めつに繋がる計画そのものなのかもしれない」

　マリンは阿九斗の顔を見返す。

　しかし、阿九斗は首を振った。

「だとしても、無貌の力がキーになっているんだろう？　とすれば、無貌の力を止めることを優先するのは当然だ」

　その言葉には一理あった。

　マリンは、しばらく考え込んだ後、うなずく。

「ならば、私は、この戦乱を止める。私ならばそれができるだろう。そうすれば、無貌の力の発動は当面の間、抑おさえられる」

「出来るものなら、そうして欲ほしいな」

　阿九斗は皮肉めいた調子で言った。

「その態度は改めたまえ。君は、蓬莱の玉の枝を追うことになるのだね？」

「そうなる。ザ・ワンを倒し、それを手に入れれば、無貌の力を完全に制せい御ぎよできる」

「そうなれば、隕石が何に由ゆ来らいするものなのかが判明するし、もしかしたら無貌の力によって隕石が止められるかもしれない、ということになるな」

　マリンもうなずいた。

「では、二手に分かれよう。けーな……」

　阿九斗は、けーなを振り返かえった。

「う……うん」

　けーなは戸と惑まどいがちにうなずいた。

　その様子に気づいた阿九斗は、疑問を口にする。

「どうしたのさ？」

「うん……でも……」

　けーなの歯切れは悪い。

「でも？」

「い、いいの……。なんでもない。ちょっと心配になっただけだから」

　けーなは首を振った。

「気になることがあったら言ってくれよ。君にもやってもらわなくてはならないことがあるんだし……」

　阿九斗は言った。

「え？」

「先せん輩ぱいが調べてくれた『火ひ鼠ねずみの裘かわごろも』へと導いてくれるものは、君が持ってるじゃないか」

　阿九斗の言葉に、けーなは不思議そうな顔になるが、すぐに何かに気づいたように胸むな元もとからペンダントを取り出した。それは、ピーターハウゼンの牙だ。この場合、『龍りゆうの首の珠たま』に相当する。

「なるほど。そういえば、ザ・ワンも『火鼠の裘』を狙ねらっている可能性が高かったですね。しかも、『龍の首の珠』を狙わなかったということは、その場所を知っている可能性が高い」

　ころねが言い、マリンに顔を向けた。

「では、我々は、ザ・ワンを追います。そして、『蓬ほう莱らいの玉の枝』と『火鼠の裘』を、双方手に入れましょう」

「それを僕らよりも早く手に入れたがっているだろうからね。彼が何をしようとしているつもりなのかは知らないが……」

　阿九斗とマリンは一いち瞥べつをかわしたが、すぐに左右に分かれた。

「じゃあ、行こう」

　阿九斗はけーなの手を取った。

「こちらも」

　マリンとノニモラは空へ舞まい上あがった。




　　　　　○




《『火鼠の裘』の位置はどこですの？》

　不ふ二じ子こが阿九斗に聞いた。

　阿九斗は、けーなの方を見た。

　しかし、けーなはどこかぼんやりとした顔でいる。

「ねぇ、だからどうしたのさ？」

「だって……今のあーちゃん、怖こわいし、あたしの言うことあんまり聞いてくれないし、今やっていることも何か違ちがう気がするんだもの」

「何か違うって？」

「うん。何が違うかうまく言えないけど……。とにかく、間違ったことをしているような……」

　けーなが言葉を続けようとしたとき、不意にピーターハウゼンの牙きばが光った。以前、そうであったように、光の筋が牙から伸のび、遥はるか遠くを指し示す。

「あっちか」

　阿九斗が光の方角を、眼めを細めて見る。正確には目で見ているのではない。神々とリンクして地図情報と照合しているのだ。

「マーライ族の村の、さらに向こう側になるな」

　その言葉を聞いて、不二子が反応した。

《位置情報をくださいませんか？　そこならわたくしが先に行けるかもしれませんわ》

「先に？」

《マーライ族の村周辺はマナがありませんが、過去に黒魔ま術じゆつ師しによって作られた転送円のネットワークだけは機能していましたわ。そこをたどっていけば、転送のできない阿九斗様より先に行けるかも》

「なるほど。そういうことならよろしく頼たのむよ、気をつけて」

　阿九斗は、そう言って不二子に位置情報を送った。

　今の阿九斗なら、周囲のマナにエネルギーを蓄ちく積せきし、それごと移動できるが、マナもエネルギー供給もない場所にいきなり転送を行うのは無理だ。それならば、確かに不二子の方が到とう達たつは早いだろう。

《先に行って確保しておきますわ》

　不二子は、そう請うけ合あった。

「さぁ、急ごう」

　阿九斗もけーなを促うながす。

「う……うん……」

　けーなは戸惑いながらもうなずいた。




　　　　　○




「それじゃあ、行ってまいりますわ」

　不二子は淑恵とゆう子こを振ふり返った。

　淑恵はうなずきつつ答える。

「注意してよ。ザ・ワンはそちらに向かっているはずでしょ？」

「どっちにしろ魔ま術じゆつが使えないフィールドですもの。問題ありませんわ」

　そう言って不二子はメモを取ってある手帳をめくった。

　黒魔術師の村から転送を二回繰り返すと、手記を拾った研究所に到とう着ちやくする。そこからさらに転送を一度で、『火鼠の裘』があるとおぼしき場所だ。

　この転送円の連れん鎖さを、〝黒魔術師のネットワーク〟と不二子は呼んでいた。どうやら、マーライ族の村周辺に点在する形で各種研究所が配置されていたらしい。

「問題は、まだ黒魔術師たちが消えた理由がはっきりとはわかっていないこと……」

　不二子はつぶやいた。現在の黒魔術師たちは、この場所を封ふう印いんする役目を果たしてきただけだったのだから。

　――とすると、黒魔術師たちの始祖にあたる人々と、阿九斗を産み出した人々は、どこに消えたのだろう？

　そんなことを考えながらジャングルに囲まれた小屋をめぐる。そこに特とく殊しゆな転送円が仕掛けられているのだ。

　最後の転送を終えて出た場所は、ちょっとした要よう塞さいのようになっていた。

　切り立った巨きよ大だいな崖がけに、いくつもの入り口がうがたれていた。その見かけは、要塞か、はたまた城か。そんな、自然の洞どう窟くつを改装して作られたとおぼしき構造物である。

「避ひ難なんするための場所としか思えませんわね」

　不二子は、手近な入り口を目指した。

　中に踏ふみ入るが、そこには照明も何もない。不二子は用意しておいた懐かい中ちゆう電灯に明かりをいれた。冷たい光の中に、剥むき出だしの土の通路が浮うかび上がる。

　鉱山か防ぼう空くう壕ごうのそれのようにしか思えぬ通路を不二子は進む。奥おく地ちへと入っていくと、迷めい路ろのごとき分かれ道に出会うが、不二子はメモをとりながら最深部を目指す。

　暗い通路に足音が響ひびく。

　と、不二子は足を止めた。確かに、自分以外の足音が聞こえたのだ。

　静せい寂じやくがあたりを包つつむ。

　再び歩み始めると、やはり自分以外の足音が響く。

「つけられてますわね……」

　不二子は詠えい唱しよう銃じゆうを抜ぬいた。マナがなければ使えぬ魔ま術じゆつ弾だんでなく、通常弾だん頭とうを装そう填てんしてある。つまり、これは今は普ふ通つうの拳けん銃じゆうだ。

　慎しん重ちように歩を進める。『コンスタン魔術学院』の地下と同様、要塞としての構造――兵舎、武器庫、司令部等――を抜けていく。

　足音はつかず離はなれずついてくる。

　やがて最深部とおぼしき部屋の戸口に到着した。鉄の扉とびらが備え付けてある。

　扉に不二子は手をかけた。それは重々しい音とともに左右に開き、中の暗くら闇やみをさらけ出した。

　明かりを部屋に向けてみる。浮かび上がったのは透とう明めいなケースに入ったパラボラ・アンテナ状の黒いシートだった。

「これが……？」

　不二子はつぶやき、ケースに近寄ると、ライトを当ててシートをじっくりと観察してみた。

　シートは光に反応して、油でも塗ぬってあるかのように虹にじ色いろにぎらついた。長い時間放置されてなお、機能しているのだと不二子には感じられた。

「さて……」

　不二子は振り返った。

　ライトで後方を照らし、通路を確かく認にんする。

　低い位置に影かげがよぎった。

　四本足の、のっそりとした生き物。毛足の長い犬だ。

「あなたが、ザ・ワンね」

　不二子が言うと、その犬は返答をした。

「そういうことだ。わかっているんだろうが、つけさせてもらった」

「どうしてわたくしなんかを？」

　探さぐるように不二子は聞いた。

「通信を傍ぼう受じゆさせてもらって、君をつけてきた。それに、元々、場所のあたりはついていたので難しくはなかったよ。私も狙いは『火鼠の裘』ということでね」

「なるほど、ね」

　不二子は詠唱銃の銃じゆう口こうをぴたりとザ・ワンに向けた。

「あなたはこれが何かを知っているの？」

「知っているから狙っているわけさ」

「死後の世界の通行手形、とでもいうものらしいけれど？」

　不二子はかまをかけてみた。それに気づいているのか、ザ・ワンははぐらかすように首を振った。

「いずれにせよ、我々には用のないものだよ」

「これまでの経けい緯いから見ても、使えるのは阿九斗様かけーなのみ……というところなわけね」

「やれやれ。最低限のことを言ったつもりだったが、それでも情報は漏もれてしまうね。そういうことだ。つまり、私がそれを狙っている理由も君にはわかっただろう？」

「これを破は壊かいしたいというところかしら？」

「当然そうなる。話が早い。そこをどいてくれると有あり難がたい」

「そうと聞いて、素す直なおにどくとお思い？」

　不二子はにやりとした。

「そうとは思っていないがね。だが、こちらも特に無用な戦せん闘とうを避さけたいというだけだ」

　ザ・ワンは余よ裕ゆうのある口調で言い、不二子の方に近寄ってきた。

「動かないでくださいな。これが見えませんの？」

　不二子は詠唱銃を構えなおした。ザ・ワンはうなずく。

「わかっているさ。銃じゆうだろう？　厄やつ介かいだね。私が撃うたれてしまう可能性がわずかだが存在することになるね」

「わかっているなら止まりなさい」

　そう言われて、大おお柄がらで毛の長い犬はぴたりと止まった。

「言っておくが、私が止まったのは、もう一度君に考え直してもらうためだ。戦闘になれば、ほぼ間違いなく君は死ぬ」

　静かに、確定した事じ項こうを読み上げるかのようにザ・ワンは言った。

　不二子はそれをあざ笑った。

「何をふざけたことを。ここでは魔術は使えない。そして、銃はこの手にある。これがどういう意味かおわかり？」

「わかっているさ。魔術が使えないというのがどういうことかわかっていないのは君の方さ」

「はい？」

　馬ば鹿かにするような笑えみを不二子は浮かべて問い返す。

　しかし、ザ・ワンの態度は変わらない。

「まず、君には筋力の補ほ佐さがない。魔ま術じゆつ影えい響きよう下かでは、無意識のうちに筋力も強化しているものだ。つまり、今の君では銃の反動を押おさえ込めないだろう。君の銃はほぼ当たらない」

「ハッタリを！」

　不二子は悪態をついた。

　しかし、ザ・ワンの声は冷静だった。

「その二。私の肉体は、今、犬だ。犬の戦せん闘とう力りよくを君は知るまい。筋力、爪つめ、歯。どれをとっても人間にとっては危険きわまりない。拳けん銃じゆう弾だん一発程てい度どなら受けたところで君と相あい討うち程度には持ち込める」

「だから、どうしろと？」

　さすがに不二子の声も震ふるえはじめる。

「だから、そこをおとなしくどけと言っているのさ。君にとって最良の結果でも、私に傷を負わせて君は死ぬ。最悪の結果では、何もできずに死ぬ」

　ザ・ワンの言葉には説得力があった。

　それでも、不二子は退かなかった。

「そうはいかなくってよ」

　左手を前に出し、右手で詠唱銃を構えた。

「普通の犬相手なら、それは良い構えだろう。左手を噛かませて犠ぎ牲せいにし、拳銃で頭を射い貫ぬく。それも普通の犬の知能なら、だが」

「それでも一発程度なら！」

　不二子は詠唱銃を撃った。

　銃じゆう声せいが凄すさまじく洞どう窟くつ内ないに反はん響きようする。

　しかし、ザ・ワンには何事も起こっていなかった。不二子から見て斜ななめに走り出している。

「くぅ！」

　不二子は銃を構え直した。反動でまだ手がしびれていた。銃のターゲッティングがこれほどまでに難しいとは知らなかった。

　と、その時だった。

「銃声？　先輩、先輩なのか？」

　阿九斗の声が遠くから響いてきた。

「阿九斗様！」

　不二子が叫さけぶ。

「ちっ、急がなくては……！」

　ザ・ワンは吠ほえ、そして、跳とんだ。

　銃声がまたも響いた。
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　　　　　○




　銃声。

　吠え声ごえ。

　悲鳴。

　それらが重なって響き、阿九斗は走り出した。

　身体の周囲にまとったマナはエネルギーを孕はらんで輝かがやいており、加速には十分なだけの力を供給してくれている。洞窟の地図は存在しないが、マナを先行させているため、道に迷うことはない。

　角を曲がる。

　あとふたつ通路を曲がれば銃声のもとへたどり着ける。

　ひとつ角を曲がった。

　吠え声と悲鳴は続いている。

　さらに角を曲がった。

　悲鳴が消えていた。

「不二子！」

　先輩とは呼ばず、阿九斗が叫んだ。

　そこに見たのは、絶望的な光景だった。

　不二子が倒たおれている。その上に、ザ・ワンがまたがっている。二人の間からは、血が流れ出していた。

　ザ・ワンが振り向むく。

　その口元が血にまみれていた。

「貴様！」

　阿九斗は突とつ進しんする。

　ザ・ワンは、笑いながら駆かけ出した。

「は、は、は！　せいぜいその女を褒ほめてやることだ！　私の目的を妨ぼう害がいすることには成功したのだからな！　なかなか死なずに困ったぞ！」

　激しい怒いかりに体中が熱くなる思いだったが、今はザ・ワンを追うよりも治ち療りようが先だ。

　阿九斗は不二子を助け起こした。

「今、治療しますから」

　阿九斗はマナを不二子の身体に注入し、内部から組織の修復をはかる。

「返事をしてくださいよ。すぐに治りますから……」

　えぐれていた首や、手足の動脈を元に戻もどす。阿九斗は血まみれになりながら、不二子の身体をさぐり、隅すみ々ずみまで身体を修復した。

　しかし……。

　不二子の意識は戻らなかった。

　纏まとってきたマナとエネルギーは、ほぼ尽つきていた。

「ちょ……ちょっと、おかしいだろ、僕ぼくに治せない傷はないのに……」

　阿九斗は不二子の身体を揺ゆすった。

　不二子の身体はだらりとしたままだった。

　阿九斗は言葉を失った。

　状じよう況きようを認にん識しきできなかった。

　それでも、嗚お咽えつだけが口から漏れてきた。

　静かに不二子の身体を横たえた。

　――まさか、そんな……。

　絢じゆん子この時は、目の前の死ではなかった。だが、今度は違った。実体として死がのしかかってくる。その重みに阿九斗は動けなくなっていた。

　それでも、何のために彼かの女じよが死んだのかだけは確かめなくてはならなかった。

　ふらふらとおぼつかぬ足取りで扉をくぐる。そして、中に『火鼠の裘』を認めた。

　――これのために、彼女は……。

　阿九斗は呆ぼう然ぜんとした。少なくとも、今、これにそれだけの価値があるとは認められなかった。

「なんなんだ？　いったい？」

　口からはそんな言葉が漏れた。

　そこに追いついてきたけーなが、言葉を失って立たち尽くしていた。

　阿九斗は、けーなを振り返かえり、もう一度、同じ言葉を口にした。

「なんなんだ？　いったい？　僕らはどこで間ま違ちがえてしまったんだ？」




　　　　　○




「人々の間違いを背せ負おう覚かく悟ごがあるかどうかだ」

　マリンは言った。

　洋上を飛行しながら、ノニモラの問いに答えてのことである。

「それがお前の考える王の資格か」

　ノニモラはうなずいたが、納なつ得とくしたわけではなさそうだった。

「だが、その考えでは、この戦いを止められないかもしれないぞ？」

「そうかもしれない。だが、その時は、私にも私なりの責任の取り方というものはある」

　二人の前方に、啓とブレイブの争あらそう様が見えてきた。

　いや、争っているのは啓とブレイブだけではない。事態は混こん迷めいを極きわめていた。その間にいる賢人とブレイブが争い、啓と賢人が争い、共和国民と啓とが争っていた。

　その混乱ぶりはマリンたちにも即そく座ざに理解できた。




「何な故ぜ、今になって啓をかばう！」

　ブレイブは叫んだ。

「状況が変化したからだ！　今やザ・ワンの意図は明白だ！　彼かれは全人類を無に帰そうとしている！」

　賢人が必死に説得を試みようとしている。だが、その相手はブレイブだけではなかった。

「一度は僕を裏切ったってことは消えないよ！　ブレイブを使って僕を殺そうとしたことを！」

　啓は感情的になっていた。

　ブレイブは啓に攻こう撃げきを仕し掛かけようとしているが、それを賢人が自らの身体で遮さえぎっている。

　啓は賢人に致ち命めい的てきではない程度のダメージを与あたえようと攻撃を繰くり返している。

　そして、共和国の艦かん船せんからは、今を好機と激しい攻撃が啓へと降り注いでいる。




「どうなってるんだ、いったい？」

　ノニモラが疑ぎ問もん符ふを頭に浮かべる。

「わからないが、戦いを止めるには良い機会かもしれない」

　マリンは、そう言うや、上空へと舞まい上あがって、共和国の艦船へと呼びかけをはじめた。

「賢けん明めいなる共和国民の諸君に告ぐ……！」

　と、共和国艦船からの攻撃が止やんだ。

「我々の目的は帝てい国こくを屈くつ服ぷくさせることにはなかったはずだ。我々はもはや無貌の力を得た。早さつ急きゆうに講和を結ばねばならない！」

　そうマリンは続けた。

《お兄様は甘あますぎます》

　そこに声が返ってきた。艦船からのものである。マナスクリーンが洋上に展開し、そこに浅黒い肌はだの美少女の姿が映し出される。それはどことなくマリンに似ていた。

《そこの魔ま王おうの所行を忘れたわけではありますまい。また、我ら一族は直接に人民の指導を行ってはいけない立場ではありませんか！》

　その優ゆう雅がな服を着た少女は、大きく手を振って兄に叫ぶ。

「それを曲げても戦いは止めなければならない！」

　マリンは叫んだが、少女は首を振った。

《違ちがいます！　もはや民意は戦いに向いていた！　無貌の力が宿った瞬しゆん間かんの奇き跡せきを見たでしょう！　そして、それは今も続いている！》

　少女の顔は上気し、その声には若じやつ干かんの酔よいが見られた。

「それが過あやまちだと何故気づかない！　無む辜この人々に死を運んだには違いないのだぞ！」

　苛いら立だちを込めてマリンは叫ぶ。

《結果として死者は少なくて済むでしょう。少なくとも、その魔王が暴れるよりも！　それよりも、お兄様も力ある者ならば、認識してください！　今や無貌の力を過たず使えるあなたこそが、戦いを終わらせることができるのだと！　そして、それは他ほかならぬ魔王を人々の目の前で倒すことであると！》

　妹の演説は、マリンにとってぐうの音も出ない正論として聞こえた。たとえ正論でなかったとしても、共和国人民にとっては心強く、正しく響いたに違いなかった。

　さらに後追いのように妹は続ける。

《無貌の力は民の力！　一いつ般ぱん意志の顕あらわれこそが無貌の力でしょうに！　絶対的な正しさこそがそこにあるのです！》

　――それは違う！

　と、マリンは叫びたかった。人々が個々人の利益を超こえて正しい選せん択たくをしたとは思えなかった。だが、その間違いをここで指し摘てきし、論争することが正しい結果に繋つながるはずはなかった。

「ならば、最後まで正しくあれよ！　今、私はその正しさを確かめる時間を作ろう！」

　マリンは決意し、啓へと突進を開始した。

　啓、マリン、賢人、ブレイブ、四つ巴どもえの空中戦となる。

　賢人が驚おどろきを顔に浮かべ、マナフィールドを張る。それを易やす々やすとマリンは突つき破やぶった。

　啓はマリンをかわし、上空へと逃とう亡ぼうする。

　ブレイブがそれを追おうとするが、そこに賢人が割って入る。

　啓がマナ球を撃ち、マリンがそれをはじき返す。

　空中でマナの光、無貌の力の光、ブレイブの原子力の輝きが軌き跡せきを描えがき、ぶつかり合う。

「マリン！　それでいいのか、おまえ！」

　戦いには参加せず、宙でそれを見つめていたノニモラが叫ぶ。

「これが私の覚悟だ！　人々が間違っていたとて、その間違いごと背負う！」

　マリンが答えた。

「戦争は止まらないぞ！」

「わかっている！　だが、講和を考える時間だけは稼かせげる！」

　それがマリンの考えなのであった。




　一方……。

「聞いたか？　いずれにせよ啓を仕留めれば状況は変わる！」

　そう言ったのはブレイブである。

「違う！　目を逸そらすことこそがザ・ワンの企たくらみだったのだ！　あの隕いん石せきこそが本命だ！　それに対たい抗こうする手段を減らすがために混乱を招いていたのだ！」

　賢人がブレイブに叫んだ。

「だといってそれが啓を倒すことと関係はないだろう！　あんたの私的な感情じゃないか！」

「殺すことに意味がないと言っている！」

「啓がザ・ワンに逆らえない以上、殺してやるべきと言ったのはあんたのはずだ！」

「ザ・ワンと戦うことが無む駄だになったのだ！」

「なら俺おれのスーツを機能停止させればいいだろうが！　あんたならそれができるはずだ！」

「そうしないのは、君に死んでもらっては困るからだ」

「この後、啓でなく、本物の魔王と戦わせるつもりかよ！　なんでもあんたの自じ由ゆうにできると思うなよ！」

　ブレイブは賢人に牽けん制せいのレーザーを撃ち込んだ。

　賢人はすぐ近くを通過するレーザーに冷ひや汗あせを流した。




　さらに……。

「僕を利用するだのなんだのと！」

　叫んだのは啓である。

「あなたの器うつわの小ささには恐おそれ入いるね！　知能は天才かもしれないが、その程度の精神では何事もなせはしないさ！　だからあなたは……！」

　啓は賢人をなじり、マナ球を賢人に放つ。

　が、その威い力りよくは加減されていた。賢人は片手に傷を負っているというハンデがありながらも、それをたやすくブロックする。

「これでも世界を救おうと調整し、動いてきた！」

「そういうことじゃないんだよ！　それに、調整も暗あん躍やくも凡ぼん俗ぞくの仕事じゃないか！　あなたのそういうところがザ・ワンに劣おとるんだ！」

　様々な思おも惑わくが渦うずを巻き、空を舞う。らちが明かぬ、とマリンとブレイブは空中で背中を合わせた。

「あの男、殺してしまって良いのか？」

　マリンは聞いた。

　ブレイブが首を横に振ふった。

「彼がこのスーツのコントローラーを握にぎっている。それが手を離はなれるまでは駄だ目めだ」

「そういうことなら、了りよう解かいした。コントローラーを割り出し、手に入れよう。こちらはあの男をやる。君は魔王を」

「分担だな。わかった」

　ブレイブは右に、マリンは左に別れ、そこから挟はさみ込むように啓と賢人に迫せまった。

「しまった……」

　元より敗色は濃のう厚こうだったが、それでも連れん携けいされるのとされないのでは大きな違いがある。賢人は狼ろう狽ばいした。

　と、今度は啓の背中に賢人が背中を合わせる。

「こちらも連携しないと」

「それはそうに違いないけど……」

　啓は厳しい目を賢人に向けた。

「……そもそも、どうしてブレイブのスイッチを切らないの？」

「それは……まだ彼が必要だからだ。彼には死んでもらっては困る」

「そうやってまだあなたは誰だれかを利用しようというの？」

「そういうことじゃない！」

　賢人は叫んだが、自分でも自分の感情をどう表現して良いのかわかっていないようだった。

「じゃあ、いますぐブレイブのスイッチを切って！　僕が殺されてもいいってこと？」

「そうじゃない！」

「そうでしょう？　優先順位の問題だ！　スイッチを切れば僕はブレイブも共和国の王子も倒せるんだ！　それを……！」

「落ち着け！　共にザ・ワンの行動を阻そ止ししよう！　彼は人類そのものの絶ぜつ滅めつを狙ねらっているんだ！　あの隕石を以て！　だから、我々は協力して……」

「あんな犬くらい僕だけで倒せる！　だから……」

「インプラントがあるだろうに！」

「そんなの実は外せるってことくらい知ってるよ！　だから……」

　啓が何か言いかけた時、左右からブレイブとマリンが襲おそってきた。

　啓と賢人は、背中合わせのまま回転して上じよう昇しよう。なんとかそれをかわす。

「だから……！」

　啓は言葉を続けた。

「だから、あんたはブレイブのスイッチを切って、一言だけ言えばいい！　僕を愛しているって！　そうすれば、すべて解決するんだ！」

「啓……！」

　賢人は言葉に詰つまった。

　これまで言ったことのない言葉である。啓の行動原理が畢ひつ竟きよう、そこに尽きることは誰より賢人がよく知っていた。そして、それを利用してきたのだ。

　しかし、今、本当に啓を愛していると言えるかは……。

「やめろ、啓！　今はそんな場合じゃない！」

「そんな場合でなくてなんなのさ！　要は僕かブレイブかってことでしょ！」

「待ってくれ……」

　躊ちゆう躇ちよする賢人に、啓は怒ど鳴なる。

「答えろ！　あと三秒しか待たない！」

　啓の迫はく力りよくは、それが本気だということを示していた。

「３……」

　しかし、賢人は口を開けない。

「２……」

　ここで決断できないことが、確かに賢人の器うつわなのかも知れなかった。

「１……」

　ず……。

　と、低い音が響ひびいた。

「け、啓……」

　賢人がうめいた。啓の腕うでが賢人の胸に深々と差し込まれていた。

「だから、あなたは何者かにはなれなかったんだよ……」

　啓の腕を血が伝う。その腕ごと、賢人の身体を自らの方に引き寄せると、その唇くちびるに口づけた。

　賢人が血を吐はき、啓の口は真っ赤に染まった。

　啓は血の滴したたる腕を引ひき抜ぬき、素す早ばやく賢人のスーツの内ポケットから小型の制せい御ぎよ装置を抜き取とると、そのスイッチを切った。

　ブレイブのスーツがその機能を停止した。

　落ちる。ブレイブが。

　落ちる。賢人の身体が。

「さよなら……」

　啓はつぶやいた。




　マリンは落ちていくブレイブと賢人に向かって加速した。そして、空中で賢人の方を抱だき留とめると、そのまま上昇に転じた。

「……！」

　啓は驚きよう愕がくした。

　その驚愕こそがマリンの狙いだった。

　しかも、マリンは、賢人の死体を盾たてにしたまま、啓に向かって突進したのだ。

「何をするぅう！」

　啓は吠ほえた。

　そして、死体に向かってマナを撃うち込んだ。死体が一いつ瞬しゆんにして蒸発するであろう凄すさまじいマナを、である。

　事実、死体は塵ちりになって四散し、美しく風に散った。

　と、その塵を目くらましとし、マリンが啓に迫る。

　啓はすんでのところでこれをかわしたが、マリンの狙いは最初から啓ではなかった。

「しまった……！」

　啓の手からブレイブの制御装置が滑すべり落おちる。マリンがたたき落としたのだ。

　マリンは空中で回転し、制御装置をその手に収めた。

「死者の冒ぼう涜とくは趣しゆ味みではないが……君の美しさへのこだわりを見てそうさせてもらった。美しい死を与えてやらなければ気が済まない性格なのだろう？」

　マリンは制御装置のスイッチを入れた。

　海中に光が点ともる。没ぼつしていたブレイブが、再びその力を取り戻したのだ。

「貴様ぁあああ！」

　啓は色を失っていた。闇やみ雲くもにマナ球をマリンに撃ち込んでいく。しかし、マリンの力はそれと拮きつ抗こうするほどのものだった。少なくとも、マナのブロックはできている。

「うわぁああああああ！」

　しかし、それを無視して啓は攻撃をマリンに加え続けた。

　そんなマリンに、海中から上がってきたブレイブに抵てい抗こうする手段など残っていなかった。

「虐ぎやく殺さつの罪を悔くいろよ！」

　ブレイブが対魔王モードで迫る。

「死んでも悔いたりなんかしないな！」

　啓は両手を振り上げた。

　まだ抵抗するという構えである。無論、その両手の中のマナはブレイブの接近に伴ともなって消える。だが、それでも、啓は逃にげようとはしなかった。

「覚悟したか、啓！」

　ブレイブは高温プラズマ球をその身にまとわせる。

「覚悟なんてないね！」

　啓が振り上げた両手を拡ひろげた。

「それでも、醜みにくく逃げるよりは、戦って散ってみせる！」

　啓は迫ってくるブレイブの顔を平手で打った。

　無論、その行こう為いにはまったく意味がなかった。マナは消失し、啓の筋力は標準以下となっていた。

　それでも、ブレイブには――ヒロシには、それはひどく重く響いた。

　次の瞬間、高温プラズマ球が啓の身体を一瞬にして蒸発させていた。

　塵すら残さずに啓は消えた。

「勝ち逃げ……された気分だ」

　高温プラズマ球が消えた。

　ブレイブの手の中には何も残っていなかった。目の前には、静かで、ひどく清せい涼りような空気だけがあった。

　と、背後から聞こえてきた歓かん声せいに、ブレイブは振り返った。

　共和国の艦船から、共和国民が身を乗り出して、手を叩たたき、歓声を上げていた。

　それを聞いて、自分が何をしてしまったのかをヒロシは再さい認にん識しきすることとなった。

　自分は共和国を勝利に導いてしまっているのだ。

　何が正しく、何が間違っているか、などということはどうでもよかった。ただ、戦いはこれから帝国を滅ほろぼす方向に向かっていくことは間違いなかった。

「虐殺をした者を倒たおした……それだけなのに……」

　そうつぶやいていた。

「覚悟なく戦いに出たのは悪いことではないさ……だが、運命には翻ほん弄ろうされるだろうな」

　マリンがブレイブの横に並んだ。

「帝国には守りたい人も、物もある」

「なんとか戦いは止めてみせる。良い条件で帝国と講和できるだろう」

　マリンは言った。




　　　　　○




「だから、喧けん嘩かと戦争は違うっての」

　リリィ白しら石いしは不満げに言った。

　自宅の庭に繋けい留りゆうした飛行船の発進準備を整えつつも、お供の生徒会三役にぼやいているのである。

　飛行船は自家用の小型のもので、ちょっとしたヨット程てい度どの大きさしかない。リリィは、そのエンジンルームで燃料その他の具合を確かめているのである。

「でも、会長、普ふ通つうに帝国負けそうですぎゃ」

　神かみ山やまカンナがマナスクリーンを見ながら言った。

「戦争に負けたら、どうなるのでありんすか？」

「ぐが」

　大おお竹たけ美み智ち恵えとアルヌールも不安げにしている。が、彼かの女じよらは飛行船のシートに座すわって何もしていない。そのお客様気分にいらだちつつも、リリィとて彼女らにできることは無いことを知っているが故ゆえに、強く出ることはできない。

「喧嘩ならボクだって出ていくさ。でもねぇ、一兵士として戦っちゃ駄目な時だってあるってもんさね」

「でも、負けたらどうにもならないでありんす」

　と、美智恵。

「そりゃわかってるさ。だから、こうして危ない中、船を出そうってんじゃないか」

「戦争に行くのかぎゃ？」

「違う。ボクらは、あの犬っころだの何だのに関かかわって情報を握っているじゃないか。木き多た淑恵からデータももらってるわけだし。だから、まぁ、搦からめ手てから攻せめるってぇわけだ」

「搦め手、と言いますと？」

「無貌の力ってぇやつは、多分、星へ行く船の中に貯蔵されている。そういうことなら、無貌の力の供給を絶ってしまえばいい」

　リリィはそう言って、エンジンボックスを閉じた。

「ほんじゃ、マーライ族の村を目指しますか」

　そして、リリィは運転席につき、飛行船を離り陸りくさせた。

　と、そこにマナスクリーンを眺ながめていたカンナが声をあげる。

「か、会長、なんかえらいことになってるぎゃ！」

「戦争なんだから、そりゃえらいことにだってなるだろうさ。ちょっとまってろ、慌あわてるな。今は航行で手て一いつ杯ぱいだ」

　リリィは振り返かえらずに言った。

「じゃあ、声だけでも聞いてくださいよ！」

　カンナがそう言って、マナスクリーンの音声を上げた。

《我々にはまだ魔王がいる！》

《ブレイブを放ほう逐ちくしろ！》

《陛下を隠いん匿とくするな！　魔王と共にいるんだろう!?》

《早く！　政府は早く魔王を出だせ！》

　幾いく人もの人々が大声を張り上げているのだった。

　飛行船を上昇、安定させたリリィが振り返る。

「デモか！」

　それは、宮きゆう殿でん周辺に集まった人々が、政府を非難して声をあげている映像だった。

「かつて、同じ口で魔王を非難したと思ったら、忙いそがしいことだねぇ、まったく」

　リリィは不快そうに顔をゆがめた。

「で、それの何が大変だって？」

　カンナに聞き返す。

「だって、どこぞの誰かだったら、みんなの声にこたえて出て行っちゃいそうだと思わないですかぎゃ？」

「あの馬ば鹿かだったら、そんなことはないだろうさ。市民のためってよりも、自分が正しいと思うかどうかを優先させる奴やつだからねぇ。とはいえ、それが利用されるようなことがあったりしたら、それは面めん倒どうなことになるかもしれないねぇ」

「面倒なこと？」

「ボクだったら、阿九斗と共和国の王子を対決させようって気になるね。餌えさはあるんだ。可能だろうさ」

　リリィはにやりと笑いながら言った。

「さすが会長、性格悪いぎゃ」

　無む邪じや気きに笑うカンナをリリィは腕を伸のばしてひっぱたいた。

「余計なこと言わんでいいっての。ボクくらいさわやかな性格でも思いつくんだから、悪い奴ならそのくらい考えてるだろうってことさ」

「さわやかって……。そ、それはともかくぎゃ。そうなってほしくはないもんだぎゃ」

「そりゃ、そうさ。誰も望んでないような結果を予測しなきゃならないってのは、嫌いやなものだよ」

　リリィは友人の不幸について話しているかのようにつぶやいた。
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　はめられていることには気づいていた。それでも、ここにやってきたのは、阿あ九く斗と当人が戦いたかったからに他ほかならない。

　一方のマリンも、はめられていることに気づいていた。それでもやってきたのは、信念を通す必要があったからだ。

　餌は『蓬ほう莱らいの玉の枝』である。ザ・ワンが先だって放置したものだ。帝てい国こく一高い山の山頂、何もない岩の上に、それは、まるで自然に生えてきたかのように、ぽつり、と金色の枝を輝かがやかせている。

　それを挟んで、阿九斗とマリンは向かい合っている。互たがいに、走り出せばすぐに『蓬莱の玉の枝』に手が届きそうな距きよ離りだ。

「やっぱりそういうことか」

　阿九斗は、うなるような声で言った。

「まさか、中央に『蓬莱の玉の枝』を置いて逃げるとはな」

　マリンも同様の低い声をあげた。

「ご丁てい寧ねいに時間調整までされたってわけだ」

「だが……どうするね？　私はこれを使って隕いん石せきを止めるつもりだ」

　マリンは静かに、しかし、強い意志の感じられる口調で言った。

「それはこちらも同じことだ」

　阿九斗は答えた。

「それならば、当座の目的は同じだ。私に任せるというわけにはいかないかな？」

「その言葉、そっくり返すしかないな。その後に他人に渡わたすなんて考えたこともないだろう？」

　阿九斗はにやりとした。

　マリンも笑い返す。

「もちろん、人民にとって大事な宝だ。渡すわけにはいかない」

「それじゃあ、やることはひとつじゃないか」

「……だが、出来る限りは避さけたくもある」

「どうして？」

「これだって戦争のひとつには違ちがいないからだ。見たまえよ、カメラがいくつも飛んでいる」

　マリンが周囲を指し示した。たしかに、空には複数台の自動機械が舞まっていた。

「勝敗によっては、さらに戦争が激化するだけ……か。それは確かに僕ぼくの好きなことじゃない」

　阿九斗は言ったが、マリンの言を肯こう定ていしたわけでもなかった。

「それでも、僕は僕の手で事を解決したい」

「それは、君が大切な人を失ってしまったからだろう？　同情はしているさ。だが、私とやり合うのはお門かど違ちがいというものだ」

　マリンはそれでも戦いを拒きよ否ひする。

　と、阿九斗は首を振った。

「そうでもないさ。そちらが人民を背せ負おっているのと同じことでね」

「なるほど。私も人民のために意地を張っているに過ぎないな。所しよ詮せん、私もその程度ということだよ……」

　マリンは自じ嘲ちよう的てきに笑った。その笑え顔がおが、不意に引き締しまると、それが合図だったかのように、『蓬莱の玉の枝』に向かって踏ふみ出した。

　それを阻止せんと、阿九斗も前に踏み出す。

「……ふっ！」

　マリンが呼気を吐き出した。

「……はっ！」

　阿九斗が吠えた。

　阿九斗とマリンは同時に突つきを繰くり出している。

　肉がぶつかり合う激しい音。

　マリンの左手が阿九斗の右みぎ拳こぶしを受け流し、阿九斗の左ひだり肘ひじがマリンの右拳を弾はじき飛とばしていた。

「く……」

　阿九斗は一歩下がり、肘ひじに手を当てる。

　マリンも左手にダメージを受けたのか、下がると右手で左指を包つつんだ。

　まずは互ご角かく、といったところ。

「結局のところ……無貌の力とは何かについて考えたことはあるか？」

　不意に阿九斗は聞いた。

「今いま更さら、それを聞くのか？」

　マリンはいぶかしむ。

　阿九斗は、自責の念に顔を歪ゆがめていた。

「僕が……何かを間ま違ちがっていたのは確かなんだ。ザ・ワンは蓬莱の玉の枝を置いて逃げた。となれば、妙みようなことになる」

「それは……確かに妙だ。人民の手前、蓬莱の玉の枝を前に退けず、ザ・ワンを追うことはできなかったが……」

　マリンも小声で同意した。

「そうだ。つまり、蓬莱の玉の枝はもう必要ないということだ」

　阿九斗は断言した。マリンの頬ほおがぴくり、と動く。

「そう……か……もう少し早く気づくべきだったな。隕石を落とすことがザ・ワンの目的だったわけだ。彼かれが蓬莱の玉の枝を使って隕石を呼んだ」

「だろうね。だからこそ、答えろ。無貌の力とは何だ？」

　阿九斗の追及に、マリンは答える。

「それは常に考えていた。人々の意志の顕けん現げんだと」

「それは確かだろう。だが……それだけでは、どうもおかしいと思わないか？」

「何がだ？」

「君の無貌の力はマナを操あやつってエネルギーを発現しているように見えるが……？」

「その通り。元よりそのように使うと伝わってきた。そもそも、我らとてマナ文明の末まつ裔えいには違いないからな」

「だが、人民が帝国本土を焼いた力はそうではないように見える……」

「む……」

　マリンもそう言われて考え込んだ。

「二つの無貌の力があるとすれば……？」

　阿九斗が言った。

　その問いが、マリンの動きを一瞬、止めた。

「確かに辻つじ褄つまは合う……。『蓬莱の玉の枝』によって目覚めた力と、マーライ族の村にあったカプセルに封ふうじられているという無貌の力……。私が使っているのは、マーライ族のそれだ」

「となれば、改めて聞くが、ザ・ワンが蓬莱の玉の枝を返したのは、何な故ぜだ？」

　阿九斗は問いかけながらも、構えを取った。

　マリンも思わず構えを取った。が、今ひとつ、阿九斗が構えた意味をはかりかねた顔でいた。

「隕石を落とすこと、そのものが目的だったからだろう？　だが、君がそこにこだわる理り由ゆうがわからない。蓬莱の玉の枝によって、人民の無貌の力がコントロールされているなら、隕石に対処できないはずがない」

「それも正しい。だが、君がわかっていないことがひとつある……！」

「なんだと……？」

　マリンは顔をしかめる。

「人民の総意までは、蓬莱の玉の枝でコントロールできないってことだ！」

　阿九斗は、叫さけび、拳を撃ち込んでいく。

　マリンは、その拳を腕うでで受けるも、後方に吹ふき飛ばされる。

「ぐっ……！　そ、そうか……蓬莱の玉の枝は、無貌の力を解放こそすれ、コントロールは……」

　そう苦々しげにマリンはつぶやくが、すぐに首を振ふる。

「……いや！　だが、たとえそうだとしても、我ら人民は無貌の力を使いこなしている！」

　マリンは、阿九斗に向かって突とつ進しん。拳を撃ち込む。

　阿九斗もマリンの拳をガード。後方に飛ばされる。

「がっ……！　そんな傲ごう慢まんが間違いだと言っているんだ！　ザ・ワンは、そんなことがあり得ないと見み越こしたんだ……！」

　再度、阿九斗は前進。拳を振るった。

　マリンも同時に拳を阿九斗に撃ち込んでいく。

　二人の拳が直接ぶつかり合い、壮そう絶ぜつな音と光を周囲に巻き散らす。

「あり得ない……だと……？」

「ああ、僕が思うにも、あり得ないね……」

　マリンと阿九斗は、拳で押おし合あう形になりながら、にらみ合う。

「どういうことだ？」

「無貌の力が共和国民だけの力ってはずがない……人類の総意をくみ取るはずだ。蓬莱の玉の枝をけーなも君も使えた。元々は同じ人間なんだろうが！」

　その言葉で、阿九斗とマリンが同時ににやりとする。

「馬鹿だったな。気づいてしかるべきだった」

「対話したから気づけたのだ。対話とは重要だな」

「だったら、ここで二人で抱だき合って、世界のために祈いのりましょう、とでも訴うつたえるか？」

「それもいいが……答えは出ているんだろう？」

　二人はうなずき合った。

　次の瞬しゆん間かん、マリンの拳が阿九斗を襲おそった。

「この場は勝負しないわけにはいかないな！」

　マリンの拳を阿九斗は額で受け止めた。

　鈍にぶい音が周囲に響ひびく。

　阿九斗の額から血が流れた。

「勝った側が、相手に慈じ悲ひを、と訴えるわけだ！」

　殴なぐり返す。

　マリンはかわしきれず、頬に一いち撃げきを食くらった。衝しよう撃げきに首がねじれ、吹き飛びそうになるのを力でこらえる。それを強ごう引いんに押し戻もどすと、頬を殴り返した。

「結局、それしかないんだろう……な！」

　阿九斗も頬に拳を受けた。こちらは意地でも首をねじらず、足を踏みしめ、歯を食いしばって正面を見み据すえたまま、衝撃をすべて受け止めた。

「だが……わかっているはずだ……結局のところ総意は破は壊かいに向くだろう……って！」

　今度は阿九斗の左拳がマリンに襲いかかる。

「たぶん……隕石がどっちに落ちるかって問題にすぎない……な！」

　マリンも左を返す。

　二人の拳は、同時に音を立てて双そう方ほうの顔面に突き刺ささった。

　骨のきしむ音。

　血のしぶき。

　折れた歯。

　それらが衝しよう撃げき波はと一体になって、双方の後頭部から後方へと突き抜ぬける。

　一いつ瞬しゆん、二人の動きが止まった。

「はん……もう意味はない殴り合いって割には痛いんだけどね……」

「それが小さな意地というところだ。譲ゆずってもらえるなら、これ以上はしないが……」

　マリンは挑ちよう発はつするように聞いた。

　阿九斗は笑った。

「冗じよう談だんだろ……。決着までやろうじゃないか」

　そう言いながら、傷をマナで治していく。

　それはマリンも同じだった。

　このような二人の決着とは、気力が尽つきるまでに他ならない。

　阿九斗が足を踏みしめた。

　マリンが足を踏みしめた。

　双方加えて四本の足が、山頂の岩に穴をうがった。

　二人は数十センチの距離を置いて、真っ正面に向かい合った。

「やるか……」

「実は、こちらもそのつもりだ」

　マリンからが先だったか、阿九斗からが先だったかはわからない。

　二人の拳が高速で交こう錯さくし、互いの頭部は激しく揺ゆさぶられはじめた。




　　　　　○




「強い男ってのは、馬鹿の度合いも上がるものなのかしら？」

　淑よし恵えが、モニターに映し出された阿九斗とマリンの対決を見ながら言った。

「少なくとも、実例がふたつある以上はそうでしょう」

　ころねが答えた。

「でも、どうして二人が殴り合っているの？」

　ゆう子こが怯おびえながら聞く。

「それは、馬鹿だからということで結論が出ています」

　冷れい淡たんにころねが言った。
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　淑恵が間借りしている司令室に、けーなところねがやってきたのが数十分前のことだ。阿九斗がザ・ワンの呼び出しに応じる前に、二人を保護してもらおうとやってきたのである。

　けーなは反対し、行くなら自分もついていくと主張したが、こればかりは、さすがのころねも真しん剣けんに制止することとなった。

「江え藤とう不ふ二じ子こさんのことを見てからは……自分も軽けい率そつなことはできません」

　と、ころねが告げたことから、淑恵も不二子の運命を知ることとなったのだが、それを悲しんでばかりはいない冷静さが淑恵にだけはあった。

　皆みなが悲しみに沈しずむ中、淑恵は不二子の残した資料を全力で分ぶん析せきすることにしたのである。

　その結果、阿九斗たちが論議していたことの裏付けとなるようなことが判明していた。今は、阿九斗たちが出した結論の意味を、皆に説明する時だった。

「最初から説明する必要があるんだけど……さ」

　淑恵はそう言って、回線を開いた。ブレイブと、航行中のリリィのヨットに対して、である。彼らにも状じよう況きようを把は握あくしてもらう必要があった。

《聞いてるよ》

　リリィから応答があった。ブレイブも事情があるのか言葉こそ発していないが、息づかいで応答があった。

　淑恵は続けた。

「いい？　無貌の力ってのは、マナ文明以前に存在した超ちよう常じよう的な力ってことなわけ」

《んで、皇こう帝ていの血筋はそいつを操ることで権力を握にぎった……ってわけだ》

　リリィが答えた。

「そう。そして、その際に作り出されたのが、『蓬莱の玉の枝』、『燕つばめの子安貝』、というわけ。同時に、無貌の力の危険についても言げん及きゆうされているんだけど、これが〝人類を滅めつ亡ぼうさせかねない〟という曖あい昧まいな表現のみが使われているの」

《現状、あんまり嘘うそや大げさな表現じゃなかったみたいだねぇ》

　混ぜっ返してはいるものの、リリィの声は真剣だ。

「そういうこと。で、ここからが複雑になるんだな。無貌の力を使いこなす人間の脳の研究が進むわけ。その結果が、マナ。人工の無貌の力ね。それが成功してから、人類はマナ文明になだれ込んでいくの」

　淑恵の言葉に、周囲は静まりかえる。

《それらが完全に秘ひ匿とくされた歴史になるわけだ》

　と、リリィが言って、はじめて沈ちん黙もくが破られた。

「だって……皇帝がマナ文明の発はつ祥しよう、とだけ習ってたわ……」

　ゆう子がうめくように言った。

「自分にアクセス権のあるデータベースにも見つかりませんね」

　ころねがうなずく。

「そして、元の無貌の力の研究を含ふくむ技術体系や研究は、すべて黒魔ま術じゆつとされた……。魔ま王おうについての儀ぎ式しきや神々による自同律信しん仰こうなどは、今思えば、無貌の力に繋つながることだものね」

　淑恵は言いながら不二子の残してくれた資料を確かく認にんする。

《だが、黒魔ま術じゆつ師しは残っていたじゃないか》

　リリィの問いに、淑恵は即そく座ざに答える。

「けれど、結局、本流の黒魔術を知っている者はいなかったでしょう？　これは推測になるけれど、マナ文明の源流は無害を装よそおったテーマパークとしてマーライ族になり、無貌の力を信仰する一部は、海底に逃のがれて共和国民となったんじゃないかな」

《……え？》

　リリィは驚おどろきの声をあげた。

「しかし、そう考えると、様々なことの辻褄は合いますね」

　ころねが首しゆ肯こうする。

　淑恵はうなずいて先へ話を進めた。

「そうなると、阿九斗君とマリンの言っていたふたつの無貌の力ってこともわかるわけ。マリンやノニモラが使っている無貌の力は『燕の子安貝』に封じられていた無貌の力。そして、人民が使っている世界を滅ほろぼしかねない無貌の力」

「それです。そこに何の違いがあるというんですか？」

　ころねがデータに無いことが気になるのか、珍めずらしく純じゆん粋すいな質問をした。

「おそらく……『燕の子安貝』に封じられていた無貌の力は、外宇宙から来たものだね」

《外宇宙？》

　淑恵の言葉に、リリィも再度驚おどろく。

「まだ確証はないけれどね。一方、人民が願っていることを叶かなえている無貌の力は、それこそ我々の集合無意識であると言えるのじゃないかな」

「では、阿九斗さんたちが殴り合っている理由は……」

　ころねがつぶやく。

　淑恵が悲しげに首を振った。

「その通り。推測から同じ結論に達たつしたということだね。人々の集合無意識が、マナに干かん渉しようされない新たな力を生み出し、隕石を呼んでいる……と」

《じゃあ……隕石は、人民が望んだ結果だと？》

「そういうことになる。たとえそうでなくとも……隕石を消失させることができるかどうかはわからないってわけ」

　淑恵はあきらめたように言った。

「でも……」

　その時、声をあげたのはけーなである。

「でも、みんなが隕石を消そうと望めば……できるんじゃないかな？」

　けーなは祈るように手を合わせ、真剣な表情で言った。

　淑恵は「わかっている」とでも言いたそうに首を縦に振った。

「もちろん……もちろん、そうあって欲ほしいけれど……」

　どれだけの人が、この状況で共和国の人々を許ゆるすことができるだろう？　そして、阿九斗には、帝てい国こく民みんが何を考えているかは、手に取るようにわかるのだ。

　重苦しい沈黙が満ちる。

　それを破ったのは、気楽なリリィの声だった。

《なるほどね……じゃあ、ボクは、とりあえずマーライ族の村で『燕の子安貝』を調べればいいわけだね。資料に従って》
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「え？」

　思わず淑恵が聞き返す。

《だから、マーライ族の村を調べるって言ってるの。ええと、あれだよね？　マーライ族の塔とうにある、封ふう印いんのカプセルにして、星へ行く船……》

　リリィが軽い調子で言うので、淑恵もそれには答えざるを得ない。

「そ、そう。それが『燕の子安貝』……。残りのふたつは『火ひね鼠ずみの裘かわごろも』と『龍りゆうの首の珠たま』」

《そっちは、どっちも魔王に依い存そんして存在しているものなんだっけ？》

「そ、そういうこと……。『火鼠の裘』は、死後の世界の扉とびらを開く……ってことらしいね。これは手に入っている。上級の死し霊りよう術……ってことなんだろうか？　もしかしたら次元を越こえる装置なのかも。そして、もう片方は、ピーターハウゼンのことだね。魔王の戦せん闘とう力りよくにして、デバイス、さらには道どう標ひよう……そんなところになるかな……まとめると」

　淑恵は思わず答えたが、それに続けて、リリィにこう質問せずにはいられなかった。

「ねぇ、それで、どうするつもりなの……？」

《いやね、何もせずにいるってのは、性に合わなくってさ》

　リリィが照れたように笑う声がする。

「でも……」

《もうほとんど謎なぞはない……とも言える状況だけど、世界の成り立ちと無貌の力の関係……そのあたりを探さぐれば、隕いん石せきの止め方だってわかるって可能性もあるさね》

　淑恵が言葉を返せずにいると、リリィの軽口のような言葉が続いた。

《ま、しかし、具体的には、一暴れしなくちゃ気が済まないってとこだけどね》
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　ひとまずは通信を終えたリリィは、生徒会を振り返かえった。

「お前らさぁ、もしかして死ぬかも知れないっての、嫌いやだよなぁ？」

　いきなりそんなことを言われて、三人は面食らった様子だった。

「嫌でありんすよ」

「嫌だぎゃ」

「ぐが」

「そりゃ、そうだよなぁ……」

　リリィはヨットの操縦席の天てん井じようを見上げた。

「でも、なんでそんなことを聞くのでありんすか？　そ、そりゃあ、隕石が落ちてくるっていうこともありんすけど……」

　美み智ち恵えが聞いた。

「そ、そうぎゃ。縁えん起ぎでもないぎゃ。なんとかなる可能性があるかもって言ってたのは会長の方だぎゃ」

　カンナも慌あわてる。

「いや、さぁ……。もしかしたら、今回のこの行こう程ていで、行き着く先は今までと違ちがっているんじゃないかって思えてきてねぇ」

　リリィが珍しく深刻な声を出した。

「いやですぎゃ、会長。そんな深刻な」

　カンナがそれを笑い飛ばそうとした。

　ふと、リリィが真顔をそちらに向けると、カンナの笑えみが硬こう直ちよくしたが、今度はリリィが笑いはじめた。

「あはははは……」

「へ……へへ……」

　美智恵も引きつった笑いを顔に浮うかべる。

「ぐがぐがぐが……」

　笑っていいのか？　と確認するように控ひかえめにアルヌールが声を上げはじめ、ようやくカンナも笑いはじめた。

「いやね、まぁ、あれだよ。死ぬときは一いつ緒しよだって言いたいのさ」

　リリィの笑いが照れ笑いに変わる。

「い、いやでありんすよ会長」

「そうだぎゃ。今いま更さら……」

「ぐが」

　三役も照れたように笑う。

　と、ヨットのオートパイロットが警告音を発した。ヨットが降下態勢に入ったのだ。

「着いたか……」

　リリィは言い、三役を促うながした。

　着陸したのは、マーライ族の村の広場だ。

「しかし……妙だぎゃ」

　モニターで村の様子をうかがったカンナが言った。

「人が……いないでありんすね」

　美智恵もうなずく。

「危険はないようだが……」

　モニターをチェックして、リリィはヨットのハッチから出た。

「ともかく静かすぎる」

　リリィは周囲を見回した。

　マーライ族の村は、周囲を森に囲まれた自然豊かな地だ。家々も木造で、見ようによってはみすぼらしい。が、今、気になるのは、やはり、まるで人がいないことだ。たとえ家にいたとしても、ヨットの接近で顔くらいは出してくるものだ。

「住人は結構な数がいるはずだが……」

　リリィは、三役に警けい戒かいするように目配せした。

　カンナが身を低くし、耳をそばだてる。特別に耳と鼻は利きくカンナである。

「あっちだぎゃ……」

　その指がさした方向は、集落を抜けた向こう側だ。

「そっちに何が？」

「犬の声と……ノニモラの……喧けん嘩かの声ぎゃ」

「犬……というと、ザ・ワンでありんすか？」

　美智恵の言葉で全員がそちらに走り出した。

　行く先には塔が見える。

「塔……って、ことは……」

　リリィはつぶやく。

　封印のカプセルにして、星へ行く船、『燕の子安貝』のある場所である。

「ザ・ワンは、まだ何かを狙ねらっているってことかぎゃ？」

　カンナの言葉に、リリィ以下、目を輝かがやかせた。

「なら、まだ向こうには何かやり残したことがあるんでありんすね？」

「それなら……。何かまだチャンスがあるってことさ！」

　リリィは、にやりと笑った。

　三役とリリィは、塔の下部にある研究所の前庭に滑すべり込んだ。

　まさに、そこで、ザ・ワンとノニモラが争あらそっていた。

「やっぱり村をねらっていたのか！」

　ノニモラが研究所への入り口の前に立ち、槍やりを振り回まわしている。

「念には念を入れて……ということだったが、どうにも後手に回ってしまうな」

　ザ・ワンは、じりじりとノニモラに近づこうとしていた。

　その時、ザ・ワンとノニモラは、接近してきたリリィらに気づいた。

「新手か？」

　ノニモラは鋭するどい目をリリィに向けた。彼かの女じよの方はリリィのことを知らない。

　その視線に気づいたリリィは、手にはめたグローブをはたいて、パン、と音を立てた。

「いんや、助すけ太だ刀ちさ」

　三役も後方から歩み出る。

「うちらもいるでありんす」

「ぎゃ」

「ぐが」

　三役も戦せん闘とう態勢に入っている。カンナがすでに獣じゆう化かを済ませており、美智恵とアルヌールが左右に展開をはじめていた。

「ふう、囲まれたか」

　ザ・ワンは首を巡めぐらせた。

　生徒会のコンビネーションはさすがに慣れたもので、ザ・ワンを隙すき無く囲んでいる。

「さて……大人しくしてもらおうか……」

　リリィが拳こぶしを構えた。

「この身体、この戦闘力では、そもそも勝てそうにはないな……」

　ザ・ワンは、弱気なことを言う。

　それでも、この犬は、不敵に笑った。

「とはいえ、幸運なこともある……なんとかはなるだろう」

「何が幸運だって？　あんたにゃ不運しかねぇってのにさ……」

　リリィがニヤリと笑う。

「それは、いずれわかる」

　ザ・ワンは言うが、その言葉が終わる前に、リリィが攻こう撃げきを開始する。

「そうか……よっ！」

　風を切る音。

　それよりも素す早ばやく伸のびたリリィの手がザ・ワンを襲う。

「ちぃ……！」

　ザ・ワンはこれを犬の素早さでかわした。

　リリィは不敵に笑う。

「ふっ！」

　彼女が気合いを入れると、なんと、直進していた腕うでが、かくり、と九十度向きを変えた。

「なんだとっ……！」

　軌き道どうを変えられた腕は、跳とんだザ・ワンの着地先へ目標を変へん更こうしている。

「ぐわっ！」

　再度襲おそいかかった拳を横腹に受けて、ザ・ワンは吹ふき飛とぶ。

「ボクの得とく意い技わざはこんなところでね」

　リリィが歯をむき出した。

　空中に飛ばされたザ・ワンは、それでも体勢を立て直すと、地面に四本足で着地し、リリィに驚きの目を向けた。

「この地域にマナはないはず……」

「ヨットで来たんだ。マナ散布機と動力も持ってきたさ……！」

　リリィは、さらに一いち撃げきを放つ。

　確かに、双方を持ってくれば魔術を使用することは可能だ。周囲はすでに濃こいマナに満ちている。

　だが、それは敵にとっても同じだった。

「そういうことなら、こちらも同等に戦える！」

　リリィの一撃に対し、ザ・ワンはマナを使用してシールドを張った。

　鈍にぶい音とともにマナの光が弾はじける。

　しかし、リリィは余よ裕ゆうの表情である。

「同等？　同等じゃないさ……！」

　リリィは、一度は防がれたシールドに、今度は連打攻撃を加えはじめる。

「うぉっ！」

　ザ・ワンが驚きよう愕がくの声をあげた。シールドごと衝しよう撃げきで吹き飛ばされたからである。

「おおっ、やるな、お前！」

　ノニモラが浮かれた声をあげた。

「喧嘩屋の腕をなめるんじゃないってね」

　リリィは自じ慢まんげに帽ぼう子しに手をやった。

「さて……あんたにゃ聞きたいことが山ほどあるぜ」

　リリィは指をパキパキと鳴らしながら、ザ・ワンに歩み寄る。

　ザ・ワンは、ダメージがあるのか、その犬の口から荒あらい息を吐はき出だしている。

「ふん……もう勝ったつもりか？」

　強がりなのか、それでもザ・ワンは皮肉っぽく言うが、リリィは意に介かいさなかった。

「すでに勝ってるさ。犬っころ相手なんざ物足りなくって……ね！」

　叫さけび、次の一撃を放つ。

　その凄すさまじい衝撃は、今度は一いつ瞬しゆんにしてザ・ワンのシールドを突つき破やぶった。明らかに怒いかりで威い力りよくが増している。

「うおわっ……！」

　さすがのザ・ワンも狼ろう狽ばいした。

　リリィの拳が、一瞬にしてザ・ワンの眉み間けんにめり込んでいる。

　狼狽の声が悲鳴に変わった。

「ぎゃぁあ……！」

　ザ。ワンは額を押おさえつけられ、顎あごを一度地面に叩たたきつけられ、その反動できりもみしながら上方へ跳はねる。

　浮かび上あがったザ・ワンの身体を、今度はリリィの左手が捕とらえた。

　平手で顎を突き上げ、そのまま喉のど笛ぶえを絞しめ上げる。

「ぐぉっ……」

　ザ・ワンは喉のどを支点に宙に持ち上げられてうめいた。

「はん……犬の乾かん物ぶつだね、こりゃあ」

　リリィがあざ笑う。

「おおっ、今日の会長はひと味違うぎゃ！」

「ちょっと怒おこっているでありんすよ、これは！」

　カンナと美智恵が盛り上がる。

「ま、ま、騒さわぐな、騒ぐな。ざっと実力よ」

　にやにやしながらリリィは、さらにザ・ワンの喉を絞め上げる。

「ぐ……げ……」

　ザ・ワンはうめく。

「そんじゃ、話してもらおうか。まずは、あんたが何者かってことからさ……」

　リリィは聞いた。

「ん？　どうするつもりだ？　殺さないのか？」

　ノニモラが歩み寄ってきて聞く。

「状じよう況きようが複雑なんでね。質問しておくことがあるのさ」

　リリィは、そう説明してから、右手もザ・ワンの首に添そえると、その身体をゆさゆさと揺ゆすった。

「くっ……くそっ……」

　しばらくザ・ワンはうめいていたが、犬の身体ではうまく抵てい抗こうできず、やがてあきらめたのか、不ふ遜そんな口調で語りはじめた。

「こうなっては仕方ない……。何を聞きたい……と？」

「生意気言ってるんじゃないよ、犬が。何者かって聞いてるんだ。答えろ」

　リリィが、ぐい、と力を込めた。

「く……。私は、君たちの言葉で言うところの宇宙人、ということになるだろう……」

「宇宙人？」

　リリィにとっては、予測はできたことではあるものの、聞いてみるとやはりそこに驚きがあった。他の者にとっても、それは同様で、一様に目を見開いている。

「そういうことだ……」

　答えるだけは答えた、というように憮ぶ然ぜんとした態度でいるザ・ワンに、リリィはさらに質問を浴びせる。

「改めて聞くんだが、宇宙には太陽系より外側は……」

「観測できない。そうだったな。だが、その外側はある……別の宇宙として、だ」

　ザ・ワンには余裕が出てきたのか、教師めいた口調に変わっていた。

「つまり、この世界自体は、太陽系で終わっている」

　確かく認にんするようにリリィは言った。

「そうだ。世界そのものは、そこまでしかない。他の世界も大体同じようなものだ」

「すると、その壁かべを破って……世界を飛び越えてお前はやってきたというわけだ」

「そうだ。だが、やってきたのは精神体のみ……。お前らの言っている無貌の力というのは、我々宇宙人の精神の集合体のことなのだ」

「待て……無貌の力は二種類あるんじゃないか？」

　リリィは問う。

「そうだ。我々の……宇宙人の精神体は、この塔に保管されていた」

　ザ・ワンは、その動く範はん囲いで、ではあるが、塔に向かって前足を振ふった。

「それが、ノニモラとマリンの使っている力だな」

　ノニモラが言った。

「そうだ。だが、それを制せい御ぎよするために作られた『蓬ほう莱らいの玉の枝』は、無貌の力全体を解放することもできるものになってしまった」

　ザ・ワンの言葉に、リリィは嫌な予感を抱いだきはじめた。

「無貌の力全体……つまり、今、共和国の人民達たちが使っている無貌の力は、やはり人類の無貌の力なんだな？」

　戦せん慄りつとともにリリィは聞く。

　人類の無貌の力。種族の精神集合体そのものを、種族が生きているうちにエネルギーとして使うということが何を意味しているのかということになると、予測もつかないが、それが良きことであるはずがない。

「そうだ。かつて、人はそれを制御し得ぬとして封印した。だが、今になって偶ぐう然ぜんにも復活したというわけだ」

　笑い話のようにザ・ワンは語る。

「制御し得ぬ……」

「ああ。私は、私の種族の最後の生き残りだった。私の種族は、滅ほろんで無貌の力となったのだ。そして君たちのカプセル……『燕つばめの子安貝』に詰つめられることとなった。私も、そこから分ぶん離りした精神体なのだ」

　ザ・ワンの口調に反し、それは恐おそるべき内容だった。

「滅んだ……。そして無貌の力に……。どうして滅んだ？」

「もちろん、我々の世界でも無貌の力を利用しようとしたからに他ほかならない」

「すると、まさか……」

「ああ。無貌の力に意志はないはずだが、どういうわけか、その力は種族を滅ぼそうと働く。もしかしたら、どの種族も憎にくみ合って自じ滅めつするという程てい度どの意味かもしれないが」

「ということは……」

　リリィは、背筋に冷たいものを感じた。

　それを肯こう定ていするかのようにザ・ワンは笑った。

「はははは……！　そうさ！　それは人類を滅ぼそうと働く。今もそうなっているだろうに！　隕石は無貌の力が呼んだものだ」

　生徒会一同、さらにはノニモラも言葉もなかった。

「だが、他人の種族を滅ぼしたところで得など無いんだぞ！　破は滅めつ願望か？」

　ただリリィだけが、そう聞いた。

　それをザ・ワンは笑い飛ばした。

「ははっ！　そんな。佐さ倉くら啓けいじゃあるまいし。無貌の力は、その世界内においては無限なる力として働くが、ひとつの種族を滅ぼした時、その無貌の力は再び世界の外へ放出される……すなわち、揮発する、とでも言おうか」

「すると、人類が滅びたなら……」

「その通り。無貌の力は揮発する。私はこれを解放される……いや、もっと俗ぞくっぽい言い回しにするならば、成じよう仏ぶつすると解かい釈しやくしている。自らの種族の精神が、ただの力として使われることを良く思わぬのは理の当然！」

　ザ・ワンは、おかしくて仕方がないというように笑いはじめた。

　リリィたちは胃の底が冷たくなるような感じがしていた。これが真相であれば、なんともおぞましい運命が自分たちを待ち受けていることになる。人類は滅び、集合意識となってこの宇宙をさまよい、やがて別の宇宙の意識体を滅ぼしにかかることになるのだ。

「なんだ、そりゃあ！　認めないぞ、そんな呪のろいのような……！」

　目の前のザ・ワンに対してでなく、いや、誰だれに対してでもなく、リリィは吠ほえた。

　しかし、それをザ・ワンがあざ笑った。

「はん！　そうさ、呪いさ！　宇宙そのものが呪いみたいなもので出来てるのさ！　わかったならおとなしく滅びておけ！　もう止められるものなどない！」

　勝かち誇ほこったように笑うザ・ワン。その首に伸ばした手に、リリィは力を込めた。

「笑うなよ……！」

「ぐ……」

　ザ・ワンの顔色が変わった。犬とはいえ、それとわかるほどに赤あか紫むらさき色いろに変色していく。

　その喉笛を絞め上げるリリィの手に筋と血管が浮かび上がる。

「意識体ってことは、死んでも問題ないわけだな……？」

「ぐ……は……は……その通りさ。殺すなら……それで何の問題も……」

　ごきり、とザ・ワンの首の骨が鳴り、それきり犬はしゃべらなくなった。

「か、会長……まだ聞ける話があったかも……」

　美智恵が戸と惑まどいながら言ったが、リリィは厳しい目でにらみ返した。

「もう十分だろうが。マナの起源、神々の自同律信しん仰こう、皇こう帝ていの一族の守ってきたもの。すべて繋つながった。あとは、隕いん石せきをどうするか、だ」

　リリィはまだ何も見えぬ青空を指さした。

「まさか……みんな本当にこのまま死んでしまうでありんすか？」

　美智恵は不安げな声をあげた。
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「人道的にはどうかと思うけれど、避ひ難なんするべき……だろうね」

　リリィから事情を聞いた淑恵は、淡たん々たんと言った。

　元々クールな性格ではあるが、深刻な事態であっても狼狽しないのはさすがと言うほかない。

「避難って……どこへ逃にげるって言うんですか？」

　ゆう子が震ふるえる声で聞いた。こちらは完全に色を失っている。

　そもそも指令室内のほぼ全員が狼狽していた。戦せん況きようは悪くなる一方であり、マリンが止めると誓ちかった共和国の侵しん攻こうもまるで衰おとろえる気配はない。いや、正確には共和国の物理兵器による攻撃は止まっている。ただ、無貌の力による色のない炎ほのおの雨だけは、今も帝てい国こくに降り注いでいるのだ。それだけ共和国の人々が帝国を憎んでいるということでもある。

「ま、地表はもう駄だ目めだよね」

　淑恵はそう言って、隕石が衝しよう突とつした場合のシミュレーションをマナスクリーンに表示した。

　地球に衝突した巨きよ大だい隕いん石せきは、大たい気き圏けんを突き破るほどの爆ばく発はつを起こしたあげく、地ち殻かくそのものをめくりあげていた。円形に拡ひろがった衝撃派はぐるりと地球を一周し、反対側で火山の噴ふん火かのごとくに噴き上がる。要するに、地表から高さ数キロの範囲までは全ぜん滅めつするということだ。そして、地上三キロから上にはほとんど人間は住んでいない。

「宇宙へ逃げると言っても、物資が持ちませんが……」

　ころねが言った。

　月にあった基地は崩ほう壊かいしている。宇宙ステーションもその機能をほぼ失っている。

「ま、聞いてくれよ。出来る限りクールに考えた結果なんだ。つまりその……説明すると長くなるんだけれど、生き残るという意味で生き残るのは、曽そ我がけーなだけだ」

　淑恵が言った。

「えっ？」

　ゆう子は言葉に詰まった。

　けーなは衝撃を受けた表情で、淑恵に身を乗り出す。

「ちょ、ちょっと、そんなわけにいかないよ……どういうことなの？」

　しかし、淑恵は冷静だった。

「だから説明すると長くなると言ったじゃないか。まず、私が立てたあの仮説を正しいとする。その……この世界が誰かが作った虚きよ構こうなんじゃないかという仮説だ。とすれば、その鍵かぎは自同律に他ならない。自同律と、それと交流でき、種々のアイテムを使える皇帝……彼女を生き残らせることで、人類の完全なる無貌の力化を防ぐ」

「しかし、どうやって、それを行うのですか？　彼女一人が……」

　ころねの言葉を淑恵は遮さえぎった。

「『燕の子安貝』は宇宙船にして保管用カプセルだ。陛下にはこれに入ってもらい、コールドスリープ状態で軌道上を回ってもらう」

「え……」

　けーなは絶句した。

　それを聞いていた司令室のスハラ信者一同もざわつく。

「そうすれば、おそらく千年程度は時間的な余裕ができる」

　淑恵は平然と言った。

「千年って……！　なにそれ？　じゃあ、他の人はみんな死ぬの？」

　ゆう子が錯さく乱らんして騒いだ。

　これにも淑恵は平然とうなずいた。

「だから、死をそういう風に考えてはいけないってことだ。仮説が正しいならば、死後の世界があり、そこに『火ひ鼠ねずみの裘かわごろも』を使って出入りできるわけだからね」

「え……じゃあ……」

　けーなが何かわかった、というような顔をした。

「そう。そこに出入りできるのは、魔ま王おうだけだ。作戦としては、こうなる。衛星軌道上の古いステーションに、陛下、魔王、そして『蓬莱の玉の枝』『火鼠の裘』『龍りゆうの首の珠たま』『燕の子安貝』を持ち込む。そして、陛下はコールドスリープに入り、隕いん石せき爆ばく発はつ後、魔王は死後の世界へと向かう」

「他の人はどうするの」

　ゆう子が聞いた。

「私を含ふくめて、死ぬ。全員。すべて。オール」

　淑恵が冗じよう談だんめかして言った。

「ちょ、ちょっとそんなの……」

「抵抗はある、のはわかるわ。しかしね、やるしかないわけよ」

　淑恵は断言した。

　一同は、しん、となった。

　その空気を破ったのはけーなだった。

「ねぇ、でも、死後の世界に行って、あーちゃんは何をするの？」

「わからない……」

「え？」

「わからない。全員を連れて帰れるのか……どうにもならないのか……一人だけ帰ってこられるだけなのか」

　淑恵はそう言って首を振った。

「ちょ、ちょっと……そんな無責任な……」

　ゆう子が当然の抗こう議ぎをした。

「そりゃ、感情的には反対だろうけど……。それ以外に手段ってないんだもの」

　淑恵は肩かたをすくめた。




　　　　　○




　殴なぐっては殴られ、殴られては回復し……。

　互たがいに何度それを繰くり返かえしただろうか。

　阿九斗とマリンは、回復が間に合わぬ傷を体中に浮うかべながら、それでもさらに互いの傷を増やしていく。

　一撃はどれも岩すら簡単に砕くだくものだが、それを幾いく発も喰くらい続けている。

「結局、戦争も止められないで、何の意地だ！」

「女の恨うらみで停戦拒きよ否ひよりはマシだろうに！」

「これに勝っても何も手に入らないんだぞ！」

「八つ当たりよりは有益だ！」

　それでも、二人とも拳こぶしの連打の速度は落ち始めていた。

　一度殴なぐっては休みながら、肩で息をしはじめていた。

「そろそろ……気力が尽つきてるんじゃないのか？」

「そっちこそ、顎が上がっている。鍛きたえ方が足りないな……」

　阿九斗とマリンは悪態をつきあい、さらに腹へも一撃を加え合った。

「しかし……もう滅びるかもしれないって時に……殴り合あいとはな」

　マリンが言った。

「昔、外宇宙の存在がやってきたなら……地球人類は団結して連合を作る……なんて話があったもんだけどな」

　阿九斗が皮肉めいた笑えみを浮かべた。

「そりゃあ、嘘うそだったってわけだ」

「賢けん者じやがいて……あるいは独裁的に国を導いている人がいて……それで世界が団結するって話もあった」

「そいつも嘘だったってわけだ」

「切なくもあるが……どうでもいいな」

「同感だ。ところで、そろそろ限界じゃないかね？」

　マリンが荒い息とともに、そう吐き出した。

「まだ余裕だ」

　阿九斗が息も絶え絶えに言った。

「嘘をつけ」

「……それじゃあ、決めるか。国家に対しての意地と、女が死んだことへの八つ当たり、どちらが強いのか」

　阿九斗が言うと、血を流した唇くちびるでマリンは微笑ほほえんだ。

「ああ」

　二人が拳を振り上げた。

　周囲の空気がうなり、轟ごう音おんを立てた。

　ふたつの渦うずが巻き上がり、それがぶつかり合って竜たつ巻まきになった。

　その中央には、拳をぶつけ合っている二人。

　血しぶきと肉にく片へんと骨の欠片かけらが竜巻に混ざる。

　数分も続いたろうか。

　ふと、二人の動きが止まり、竜巻が消えていく。

　ぼろぼろになった男二人の姿が現れる。

　阿九斗もマリンも、その拳は原形をなしてはいなかった。ただの肉につ塊かいと化したそれを互いの顔に押しつけ合っていた。

　阿九斗の膝ひざが折れて、揺らぐ。

　しかし、それより早く、マリンが後方へと倒たおれた。

　ずん、と土つち煙けむりがあがる。

　マリンは、呆ぼう然ぜんとして空を見上げていた。

「国家よりも……八つ当たり……か」

　マリンがそうつぶやく。

「それが自然なことなんだろうさ……多分」

　阿九斗は足を地面から引ひき抜ぬくと、『蓬莱の玉の枝』に歩み寄り、それを手に取った。

「これからどうするんだ？」

　マリンは聞いた。

「無む駄だかもしれないが……それでも、隕石を止められるかどうかやってみたいね」

　阿九斗は言った。




　　　　　○




　しかし、事態は阿九斗の思おも惑わくとは逆方向に進みつつあった。

　あれからブレイブは、戦争を止めるべく共和国の最前線でマリンの妹の説得を試みていたのだが、それが功を奏したのは、結局、隕石の存在を共和国民も認めてからであった。

「……わかりました。ここは軍を退きましょう」

　マリンの妹――つまり王女は言った。

　ブレイブは「わかってくれたか」と喜ぶ気持ちにはなれなかった。淑恵から送られてきたデータを王女に公開した結果のことである。

　さらには、モニターでマリンの敗北を見た後の反応である。ブレイブならずとも良い感情は抱けない。

「今いま更さら……とは言いたくないけどな」

　ブレイブは王女に言った。

　二人は、王女の御ご座ざ艦かんのブリッジで向かい合っている。交こう渉しようのために王女が招き入れたのだ。

　王女は、しかし、穏おだやかに微笑んだだけだった。

「それが政治というものですよ」

「ともかく、隕石に対して帝国と共同の作戦を……」

　ブレイブの言葉を、王女は遮った。

「我々は海底へ戻もどります。生き残れる可能性は少しはあるでしょう」

「え……そんな……！」

「隕石を止められる可能性は、我々の技術を以てして、ほぼゼロ。それならば、我々は生き残る道を選びます。海かい溝こうは数千メートルの深み。破は壊かいの及およばぬ所もあるに違ちがいありません」

「しかし……」

　ブレイブは食い下がるが、王女は表情を変えなかった。

「それが政治というものですよ。ところで、あなたも名めい誉よ人民として招き入れることも可能ですが？」

　王女の言葉に、ブレイブは首を横に振った。

「遠えん慮りよします。こちらはこちらで……」

　絶望的な気分でブレイブはその場を去った。







５　さようなら人類たち







　阿あ九く斗ととヒロシは、もちろん淑よし恵えの計画をすぐには首しゆ肯こうしなかった。

「まだ隕石を止められるかもしれない」

「それはアニキに賛成だな」

　二人はそう言って、淑恵に抵てい抗こうした。

「しかし、だ。少なくとも『蓬莱の玉の枝』による制御は受け付けなかった」

　淑恵は冷れい淡たんに言った。

　先さき程ほどからずっと、けーなは『蓬莱の玉の枝』をステッキのように振ったり、わけのわからない呪じゆ文もんを唱えたり、念を込めたりと頑がん張ばっているが、マナで出来る程度の魔ま術じゆつが行えるだけで、別段、特別なことは起きはしなかった。

「それはわかるんだ。でも……」

「言いたいことはわかる。あきらめるなんて性には合わないだろうからね。しかし、隕石をどうにかする物理的な手段は何もない」

「それほどまで無貌の力というのは大きいのかい？」

「そうだよ。一個の種族全体の意志の力だ。それこそ、生きている人類が一人しかいないというような事態にならないと……」

「じゃあ、全人類が意志をひとつにできれば……！」

　素す晴ばらしい思いつきだ、というようにヒロシが目を輝かがやかせた。

　それを瞬しゆん時じに淑恵が否定した。

「共和国とも意志は通じなかったし、そもそも非マナ文明の地域では意志力を力には変えられない。恐ろしい呪いだと思うよ、無貌の力ってのはさ」

「それじゃあ、本当に何もできないのか……？」

「だろうね。とはいえ、少なくとも、阿九斗君以外は何をやってもいいんじゃないかな」

　淑恵はため息とともに言った。

「え？　どういうことだい？」

「阿九斗君は、死後の世界に行ってもらうという役割がある。それまで死んでもらっては困るわけだ。もちろん、陛下もコールドスリープに入ってもらうんだから、その前も後も傷ついてもらっては困る。ヒロシ君もブレイブとして軌き道どう上までカプセルを運んでもらう役目はある。だけど、それ以外の者は、それ以前も以降も死ぬようなことをしてもらって構わない」

「なんだかバカバカしく響ひびく話だね……」

　阿九斗は困こん惑わく気味に言った。

「そりゃ、後の者は全員、死ぬ覚かく悟ごをしろってだけだからねぇ。ともかく、作戦の決行は明日だ。というのも、明日の晩には隕石が落ちてくるからだけどね。その時までは……各自好きに過ごすといい。自殺したってＯＫだよ」

　淑恵は、小さく肩をすくめて、精せい一いつ杯ぱい冗じよう談だんめかして言った。




　　　　　○




「まだ納なつ得とくできない」

　ぼやいたのはリリィである。

　生徒会室に置いてあるテーブルの上には、駄だ菓が子しがどっさりと山積みになっている。その前に生徒会三役と座すわり、菓か子しをむさぼり食っているというわけだ。

「そりゃあ、最後の食事がコンビニ菓子なんですからねぇ……情けないでありんす」

　美み智ち恵えが言うと、リリィは苦い顔をした。

「そうじゃねぇっての。抵抗する手段がないってことにだよ」

「でも、どこの店も閉まってて、最後の晩ばん餐さんにはふさわしくないものばっかりだぎゃ」

　カンナも文句を言った。

「うるせぇなぁ。死し刑けい囚しゆうでもない限り、最後に食うもんなんかろくなもんじゃねぇんだ。大体、食えたら何を喰いたかったんだよ？」

　リリィが聞くと、美智恵とカンナは考え込んだあげく答えを出した。

「ご飯とお味み噌そ汁しる」

「レアステーキ。ポテトをつけて」

　それをリリィは鼻で笑い飛ばした。

「そんなもんじゃねぇか。だったら駄菓子でも変わらん。駄菓子とソーダ類は太ることを気にしていたら食えないんだから、食い放題なんて二度とないぞ。食え」

「そういえば、そうだぎゃ」

「メロンパンってカロリー高いんでありんすよねぇ……」

　そう言いながら、二人は駄菓子をむさぼり食いはじめた。

「ぐが」

　一方、人造人間のアルヌールは何も手をつけていない。

「そりゃ、キミは何も食わないわな……って、学園長！」

　リリィが驚おどろきの声をあげた。アルヌールの背後から、ひょいと学園長が顔を出したからだ。

「いやぁ、やることが無くなって、わしも菓子を食いに来た」

　学園長はポテトチップスに手を出だす。

「学園長は何かやることはなかったんですか？」

　呆あきれ気ぎ味みにリリィは聞く。

「この年ねん齢れいになると、各神殿からも仕事依い頼らいなんてないもんでなぁ。暇ひまになってしもうた」

　学園長はぼやいた。

　他の教師たちは少しでも住民たちのパニックを収めようと、各神殿に呼ばれて奔ほん走そうしている最中なのである。

「だからって一いつ緒しよに過ごす家族とかいないんですか？」

「いやぁ、もう百年単位で生きていると、そんなもんはねぇ……」

　カラカラと学園長は笑う。

「とはいえ、うら若き乙おと女めたちが最後の時を知りながら過ごす相手の男としては、若くなくて申し訳ないのぅ」

「いえ……」

　リリィは苦笑いを浮かべたが、カンナは空気を読まずに騒さわぎはじめた。

「そうだぎゃ！　男がいないのは許ゆるせんだぎゃ！」

「ぐが」

　アルヌールがたしなめたが、美智恵までそれに乗っかる。

「そうでありんす！　恋こい人びとの一人もいない青春だったのが許せないでありんす！」

「ぎゃぎゃ」

「騒ぐなよ。ボクらに釣つり合うほどのいい男がそうそういなかったってだけさ」

　リリィはそう言ってチョコレートを口に放ほうり込んだ。

「そりゃ、会長はいいぎゃ。言い寄ってくる男を振ふってたんだから」

「そうでありんす。ウチらには最初から誰だれも来ないでありんす」

　二人は騒ぎ立たてる。

「うるさいなぁ。いつ世界が滅ほろぶかなんてわかんないから、好きな相手にゃ告白しとけってくらいさ、教訓は」

　リリィは醒さめたことを言う。

「むぅ。いい男を見つけたら襲おそっとけばよかったぎゃ」

「それじゃただの狼おおかみ女でありんす……」

「吸きゆう血けつ鬼きみたいな女に言われたくないだぎゃ……。それより、会長はやり残したことはないでありんすか？」

　ふとカンナが聞いた。

「そりゃあ、あるさ。塔とうの前でお前らに聞いたろ？　死ぬかもしれないけどその覚悟があるかってさ」

「そうだったぎゃ」

「それが……どういう意味だったでありんす？」

「ボクは……戦って死ぬことを期待してたんじゃないかなぁ。もう最後なんだから、どうせなら派手に散りたいってさ……ところが、最後を迎むかえてみれば、駄菓子を食いながらだらだらしてるだけしかやることがないのさ」

　自じ嘲ちよう的てきにリリィは笑った。

「それも若さじゃな……。まぁ、血が収まらんじゃろうが、誰もが英えい雄ゆうになれるわけではない。あきらめるときはあきらめるべきじゃな」

　学園長が静かに言った。

「派手にやりたかったですよ、何事も」

「世界の終わりっていうのは、何事もそんなもんじゃ。静かに、段々と衰すい退たいしていく。過去、いくつかの文明が滅んだときもそうじゃったらしい。じゃがな、もしかしたら、まだ最後じゃないかもしれん。まだ、あの男がなにかやってくれるかもしれん……」

「紗さ伊い阿九斗……ですか」

　リリィはつぶやいた。




　　　　　○




　一方、最後の別れを彼かの女じよと過ごしている者もいた。

　ヒロシとゆう子こは並んで砂すな浜はまを歩いていた。

「あんまり盛り上がらなくてごめんね……」

　ゆう子が詫わびた。

　ヒロシは慌あわてて首を振る。

「いやいや！　ゆう子ちゃんのせいじゃないって！　街じゃ店なんて開いてなかったし、話題も暗くなりがちだったから……」

「うん……。だけど、変な感じだよね。もうすぐ世界が滅んじゃうって……。滅ばないまでも、みんな死んじゃうって……」

　ゆう子が海を見つめながら言った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。死んでも死なないっていうか……死後の世界があるんだって話じゃないか。だ、だから、ほら、死んでも大丈夫……」

　ヒロシはそう言ったが、その言葉にはどうも実感がこもらなかった。

「それは淑恵さんから聞いてわかってるよ。でも、それって信じられる？　だって……よくわからなかったけど、結局、わたしたちって、誰かが考えたお話のキャラクターかもしれないなんて……」

　ゆう子が不安を隠かくせない様子でヒロシにすがる。

　ヒロシはゆう子の身体の重みを感じ、淑恵の言っていたことをやはり信じられないと思う。

「やっぱり変だよね……。どういうことなんだろう？　この世界が虚きよ構こうかもしれないって」

「そうだよね？　やっぱり、死んだら、死んじゃう……んだよね？　嫌いやだよ、そんなの」

「うん……」

　ヒロシはうなずくしかない。

「それに、ヒロシ君は、けーなちゃん……陛下を連れて宇宙へ行くんだよね？　そうなったら、もう会えないって……」

「しょうがないよ。大事なことだもの。うまくいったら、みんな復活できるかもしれないってさ……」

　しどろもどろになりながらもヒロシは言った。

　しかし、そうは言いながらも自分でも信じられないことは信じられない。

「そんなわけないじゃない！　今だってわたしは自分でものを考えてるし……。わたしはわたしだもの！」

　ゆう子はヒロシの胸に顔を押おし当あてて泣いていた。

「だ……大丈夫だよ……。ブレイブは……俺おれは……作戦が終わった後、自じ由ゆうにしていいんだ。だから……俺は、一人でも隕いん石せきを止めるよ。宇宙でも行動できるんだ。そのくらい……」

　ヒロシの言葉に、ゆう子は顔をあげた。

「本当？」

「ああ、本当さ。守るよ。君を。人類を」

「すごいね……本当の英雄だ」

「安心して……守るから……守るから……」

　ヒロシは繰くり返かえした。

　嘘をついているのか、本当なのか、あるいはこの場をうまく収めようとしているだけなのか、ゆう子が騙だまされてくれているのか……。ヒロシにはまるでわからなくなっていた。

　それでも、嘘にだけはしてはいけない。

　そうヒロシは思った。

　すると、一気に、死というものが実感として襲いかかってきていた。何度も死ぬような目にあってきたはずだが、今回のそれは感覚的にまるで違っていた。

「守る……から……」

　ヒロシはまた繰り返してから、ゆう子にキスをした。




　　　　　○




「作戦の許可はもらってきたよ。曽そ我がけーなを宇宙に逃にがす、ってので表向きはＯＫだ」

　淑恵はマーライ族の村にある会議室に入ってくると、言った。

　会議室には、阿九斗だけがいた。目の前に『火ひ鼠ねずみの裘かわごろも』を置いて、その使用方法のマニュアルを読んでいた。
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「表向きは？」

　阿九斗はマニュアルから顔をあげて聞いた。

「『火鼠の裘』は、その効果が一いつ般ぱんに認められているわけじゃないからね。いや、私にだって正直動くかどうかわからない」

「動くさ」

　阿九斗は淑恵の言葉を半ば遮さえぎって言った。

「え？」

「動くさ。先せん輩ぱいが命を張って守ってくれたものだものな」

　不ふ二じ子こがいなければ、これはザ・ワンに壊こわされていた可能性が高い。

「確かに、ザ・ワンが壊そうとしたってことは、効果はあるんだろうな」

「そういう言い方もできる」

　阿九斗はうなずき、この小型のパラボラ・アンテナ状の物体を改めて見つめた。

「動こうと動くまいと、何が起こるのかはやってみないとわからないんだけどね」

　淑恵は「困ったね」、というように小首をかしげた。

「死後の世界……か」

　阿九斗はつぶやく。

「あるとして、どんなところなんだろうね？」

「さて……私も実は半信半疑なんだ。この世界が虚きよ偽ぎだとして……それが自同律の夢みたいなものなら、死後の世界はあるはずなんだけど……。それでも、やっぱりなかったらどうしよう、と思うね」

　淑恵は力なく笑った。

「君でもそう思うくらいじゃ、不安になっても仕方ないな」

「買いかぶりだが……評価してもらえるのは嬉うれしいね」

　淑恵はうなずいた。そして、どこか遠い目をして言う。

「善も悪もなさなかったものは、地じ獄ごくに堕おちる資格すらないというが……私はどっちなんだろうな？　少なくとも善行はしていない。さて、自同律はどんな最後を用意してくれているのだろうかね……？」

「さて。でも、僕ぼくには、君はとても行動をしなかった子には見えないな」

　阿九斗は微笑ほほえんだ。

「それに、自同律がこの世界を作ったのであれ、僕らは自じ我がを持った一人一人さ。強い意志があれば、僕らは世界に影えい響きようを与あたえられるんじゃないのかな？」

「強い意志……か。それがたとえ虚構のキャラクターであったとしても？」

「そうさ。きっと何か大きいものを動かすに違いない。そう信じないと、ここにいる価値もないじゃないか」

「強い意志で何かを動かす……か」

　淑恵は何かに納得したようにうなずいた。そして、いたずらっぽく笑うと、阿九斗に顔を近づけた。

「ね、それなら、私の意志って奴やつを試ためしてみたいんだけど」

「私の意志？」

「キャラクターの意志は、物語の作り手を動かせるのか……って」

　淑恵はそう言って、唇くちびるを突つき出し、目を閉じた。

「おいおい……」

　阿九斗は困惑する。

「自同律にけーなちゃんの意志が混じっているなら、ここで絶対にキスなんかさせたくないよね？　だから、私の意志がそれに勝つかどうか、試すの」

　淑恵はそう言って、さらに唇を突き出した。

「え……ちょっと……」

「ごねないの。ほら！」

　さらに淑恵は促うながす。

　根負けした阿九斗は、唇を淑恵に近づけ、キスをした。

　ただし、頬ほおに。

「むー！」

　淑恵はうなった。

「ちくしょう。私の意志はここまでか」

　淑恵はそう言って笑った。
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　翌日、リリィのヨットの動力とマナを使ってマーライ族の村に転送してきた阿九斗たちは、最後の旅たび支じ度たくを調ととのえていた。

　塔の下部にある研究室に入り、マーライ族の長老が『燕つばめの子安貝』の具合を確かめている。

「乗り込めるのは一人なんだな、やっぱり」

　残念そうにノニモラは言った。

　その場には、マーライ族の長老、ノニモラ、阿九斗、ヒロシの他は、淑恵しかいない。

「あきらめてもらうしかないね。そういう運命だ」

　淑恵は言った。

　極ごく秘ひ任務である。後にここにけーながやってくることも国民には秘密にされていた。

「騙しているみたいで気が引けるでやんすね……」

　ヒロシがマナスクリーンを見ながら言った。

　ニュースでは、市民が怯おびえている様子と、帝てい国こく軍が隕石を破は壊かいするために残存兵力を結集しはじめた様子が交こう互ごに映し出されている。あくまで大たい気き圏けん内からの攻こう撃げきで隕石を破壊できる、と政府は主張しているのだ。

「すると、この後の予定は、このカプセルでステーションまであがって、そこで一休み……と」

「そう。そこで世界の滅ぶ様子を見てもらって……も、見てもらわなくてもいいけど、そこで陛下にコールドスリープしてもらってから、『火鼠の裘』で死後の世界へ入ってもらう」

「その後のことは……誰にもわからない、と」

「そういうこと」

　淑恵がうなずいた。

「ノニモラ死ぬのは怖こわくないぞ！　マーライ族では勇者は死を越こえる！」

　ノニモラが跳はねながら言った。

「ありがたいことだ。それが何かの裏付けならいいんだが」

　淑恵がうなずく。

「さて、そろそろ時間だが……」

　淑恵が時計を見た。

　と、入り口が開いた。

　白いドレスを着たけーなが入ってきた。

　死に装束、というわけでもないだろうが、宮きゆう殿でんが保管している中で一番上等なドレスを着せられたらしい。裾すそが長くないという以外は、ウェディングドレスのようにも見える。

　侍じ従じゆうの老騎士ところねが背後に立っていたが、室内に入ったのを見届けると、老騎士の方は何も言わずに後方に下がった。

「綺き麗れいでやんすね」

「うん」

　ヒロシと阿九斗がうなずきあった。

　けーなはそういうひらひらした服が嫌きらいだったから、それを着ているということは、彼女なりに覚悟はしているということだろう。顔を見ると、うっすらと化け粧しようまでしていた。

「みんな……」

　何か言いかけて、けーなは黙だまり込んだ。

　が、誰もその先の言葉を発しなかったことを気にせず、カプセルへとけーなを促す。

　けーなも黙ってカプセルに乗り込んだ。

　その扉とびらを閉める前に、ようやくけーなは声をあげた。

「みんな！　これで終わりじゃないから！　お別れじゃないから！」

　自分にはわかるのだ、というようにけーなは声を振り絞しぼった。

「わかってるさ」

　淑恵とノニモラは微笑んだ。

　それでもカプセルは名な残ごりを残さずにバタリと閉まった。

　ヒロシはブレイブスーツを装着し、『火鼠の裘』を抱えたころねを背せ負おうと、阿九斗にうなずいてみせた。

　阿九斗はカプセルを抱かかえ上あげると、塔を登るべく宙に浮うき上がった。

　ノニモラと淑恵が手を振る。

　それに手を振り返すかわりにうなずいてみせた。

　阿九斗とブレイブはカプセルを持ち上げたまま塔を登り、蒼そう空くうへと飛び出した。やがて大気圏を突とつ破ぱすると、阿九斗が周囲にマナを保持し、推力はブレイブの重力制せい御ぎよへと移行した。

　そして、もはや放ほう棄きされた宇宙ステーションにエアロックを開けて入ると、そこに『燕の子安貝』を置いた。

　ステーションは実験用のもので、数人が作業するスペースしかないが、阿九斗ら四人が話すには十分な広さがあった。窓からは地球が、もう一方の窓からは、虚こ空くうを突き進すすんでくる隕石が小さく輝かがやいて見える。

　内部に酸素があるのを確かく認にんしてからカプセルを開ける。

「なんか……あたしたちだけ生き残るのって……申し訳ないよねぇ……」

　けーなは言った。

「とはいえ、それが最良の選せん択たくです。覚かく悟ごを決めてください」

　ころねは、自分が寝ねるための布ふ団とんをポシェットから取り出した。

　ポシェットの中は仮想異空間である。それも地表の動力に依い存そんしている以上、今は機能しても、地表が崩ほう壊かいすれば使えなくなる。これがころねの出す最後の道具ということになりそうだ。

「なんで布団……？」

　阿九斗が聞く。

「再び陛下が目覚めたとき、自分が付き従っていなければ……。これは特とく殊しゆな繊せん維いを使った布団です。これに入って、機能を停止すれば、千年程てい度どは鮮せん度どを保ってくれるでしょう」

「そうなのか……って、鮮度？」

　ころねの答えに、半ば呆れながら阿九斗が返す。

「千年鮮度……まぁ、だじゃれです」

　そんなやり取りをしている間にも、隕石は窓の向こうで大きな面積を占しめはじめていた。

「ああ、もうすぐなのか……」

　ヒロシがつぶやくと、ころねがヒロシの横腹を肘ひじでつついた。

「？」

　疑問の目をヒロシは返す。

　すると、ころねは布団に転がり、言った。

「自分は寝ます。それでは、また来世」

　それで、ヒロシも察した。

「ああ……それじゃあ、アニキ。あっしはいっちょやることがあるんで」

「やること？」

「はい。ちょいと無理でも隕石を止めてきます。どうせ死ぬってんなら、断然派手な方がいいでしょ？」

　それだけ言うと、ヒロシは振り返らずエアロックを抜ぬけていった。

　小さく、プシュ、という音がして、すぐに静せい寂じやくがやってきた。

　もっと別れを惜おしむこともできただろうに、と阿九斗は思うが、ヒロシは死後の世界を強く信じることができているのだろう、と自分を納なつ得とくさせた。

「さて……」

　自分も準備しなければ、と阿九斗が動き出だすと、それをけーなが呼び止めた。

「ねぇ、あーちゃん」

「なんだい？」

　ひょい、と阿九斗が振り返る。

　けーながうつむいた格好でそこにいた。

「そんなに心配することはないよ……」

　阿九斗はそう呼びかけたが、けーなは、いきなり、ばっ、と顔をあげた。

　その顔は赤くなっていた。落ち込んだり、悲しんだりしている様子ではない。

「ど……どうしたの？」

「ね、ねぇ……」

　けーなはそう言って、もじもじと身をよじった。何か言い出しそうにはしているが、言葉は出てこない。

「だ、だから、大丈夫かい？」

　もう一度聞くと、けーなはようやく話し始めた。

「もう最後……とは思いたくないけど、きっと長いこと眠ねむるんだよねぇ？」

「そうだと思う。もしかしたら……すぐに目覚めるかもしれないけど」

　阿九斗はうなずいた。

「寝ている間のことは覚えていないのかな？」

「きっとそうさ。感覚的には、何年後でも、一晩寝たくらいのものじゃないかな」

「それじゃあ、大丈夫だよねぇ。あーちゃんが起こしに来てくれるんだよね？」

　けーなは阿九斗の目を見つめて言った。

　阿九斗はけーなを安心させようと、優やさしく答える。

「きっとさ」

「うん……じゃあ、安心して寝るね……でも、約束してくれる？」

　けーなは小首をかしげる。

　阿九斗は戸と惑まどいを目に浮かべた。

「約束なら……さっきしたさ。大丈夫。帰ってくるよ。何ど処こに行くのかはわからないけど……」

「違ちがうの。約束。今……」

　けーなはまたももじもじしはじめた。

「何さ？」

「今……結けつ婚こんしよ」

「けっ……こん……？」

　いきなりのことに阿九斗は驚おどろく。

「そ、そう。だって、最後ってわけじゃないっていうけど、最後かもしれないんだし、約束っていうか、ほら……ね？」

　けーなは早口になり、無理に作った笑え顔がおを浮かべた。

「う……その……ねぇ……」

　阿九斗は自分でもどうにもならないほどにうろたえていた。

「ダメ……なの？」

　けーなが顔を曇くもらせる。

「いや、ダメとか、そういうんじゃなくって……」

「じゃあさ。やっぱり……ほら……！　今、白いドレスだし……。あーちゃん、ノニモラちゃんと……その……あんな形だけど、ちゅーしちゃったし……」

　けーなは、そう言ってばたばたと手を動かしはじめた。

「ほ、本気なのかい？」

　阿九斗はそう言って、激しく動いているけーなの手を軽く握にぎった。

「う……うん。本気」

　けーなは急にしおらしくなって、うつむいた。

「そういうことなら……いいよ」

「ホント!?」

　けーなが、ぱっ、と顔を明るくして阿九斗を見た。

「ああ……本当だけど……その……どうやったらいいんだろう？」

　阿九斗の戸惑いに、けーなもきょとんとした顔をする。

「そ、そういえば、どうやるんだろうね」

「そりゃあ、まだ知り合いのほとんどが結婚するような年ねん齢れいじゃないから、参列したこともないよ」

「ゆ、指輪とか、はめてくれるんだよね、確か？」

「い、いや、でも、もちろん指輪なんか持ってないし……」

　阿九斗は困こん惑わくする。

「それじゃあ、さ……」

　そう言うや、けーなが阿九斗の胸に飛び込んできた。

「え……」

　阿九斗がその重みによろめくと、けーなは阿九斗の顔を下から見上げて、切なげに唇を震ふるわせていた。

「あーちゃん……」

　そう言ったっきり、けーなは黙り込んだ。

　ゆっくりと目を閉じていく。

　阿九斗も、さすがにその意味を理解した。

　けーなを抱だき寄よせ、ゆっくりと顔を近づけ、静かに口づけた。
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『燕の子安貝』の扉が閉まった。窓の向こうでけーなが小さく手を振ふっていた。

　阿九斗も手を振り返す。

　操作方法に従ってスイッチを入れていく。ガスがカプセル内部で噴ふき出でた。

　窓が曇り、けーなの顔が段々と見えなくなっていく。

　けーなは、ガスを吸い込んだのか、すぐに眠ってしまったが、阿九斗は顔が見えなくなるまで手を振り続けた。

　やがて、コールドスリープ完かん了りようのサインが示された。

　阿九斗は、それを見届けてから、カプセルを離はなれた。

「さて……」

　ひとりつぶやいて、部屋の隅すみに置いておいた『火鼠の裘』を用意した。アンテナ状の部位の前に立ち、スイッチを入れるという手順であるらしい。

「阿九斗さん」

　不意に声がした。

「え？」

　振り返かえると、ころねが半身を起こしていた。

「先さき程ほどはお楽しみでしたね」

「こ……こら……そういう言い方はないだろう……。寝てなかったのか。趣しゆ味みが悪い」

　阿九斗はばつが悪そうな顔になる。

「失礼しました。人類がどのように滅ほろんだかの証人になろうと思いまして」

「そりゃあ……確かに誰だれかが語ってくれると面おも白しろいかもしれないね」

　阿九斗は半ば呆あきれながら言ったが、考えてみれば、それも面白いかもしれないと思えてきた。

「それじゃあ、後は頼たのんだよ」

「はい」

　ころねはうなずいたが、ふと、何かに気づいたように阿九斗に言う。

「あの……自分にはしてくれないのですか？　キス」

「……それ、本気で言ってる？」

「冗じよう談だんです」

「だろうね」

　阿九斗は笑った。

　そして、一人、『火ひ鼠ねずみの裘かわごろも』の前に立ち、スイッチを入れた。

　不意に、阿九斗の姿は消えた。
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　ころねは窓の外を見た。

　もう、ここには誰もいない。自分が駆く動どう音おんを立てるのをやめてしまえば、完全な無音になるだろう。電源を落とせば、誰かが起こしてくれるまで、千年程度は機関を保持していられる。その際、マナ文明が生きていれば完全な再生が可能だろうし、そうでなくても、電力さえあれば、データを取り出す程度はできる。

　最後にころねは神々にアクセスしてみた。神々には、特に感かん慨がいはないらしかった。

《ただ任務を果たせなかったのみ。すべては消えゆく》

　それが神々の言葉だった。

　何を聞いても、もう答えることはひとつだった。

《すべては消えゆく》

　悪くない言葉だ。と、ころねは思った。

　しかし、自分もけーなも、何もなければ消えずに放置される。少なくとも千年。

「すべてが消えた後に何が残るのでしょう？」

　ころねはつぶやいた。

　少なくとも、自分のデータは千年を超こえても再生可能なはずだ。

　それとも宇宙そのものがけーなの死とともに消えるのか……。

　答えはどこからも返ってこなかった。

「神々にとってのすべては消えゆく」

　そう言って、窓の外を見た。

　そう。神々にとっては、すべて消える。

　自分はネットワークの端たん末まつのひとつに過ぎない。神々のように自じ我がが芽生えたわけでもない。

　隕いん石せきは、もはやその表面のエネルギー流までくっきりと見えるほどに接近していた。この位置から見ると、隕石の大きさは地球の半分ほどにも見える。実際には、それほどでもないのだろうが、それを見れば地球は滅ぶに決まっていると思えた。

　隕石は石でなく、エネルギーの塊かたまりのようだった。ただ白熱した流体が渦うずを巻いて球形を保っているかのようだ。

　そこに通信が入った。

　ヒロシからのものだった。

《ころねちゃん……聞いてる？》

「はい」

　ころねは答えた。

《今から、隕石を止めてみせるから……》

「その可能性はゼロです」

　冷れい淡たんにころねは言った。

《わかってるけど……そうはっきり言うこともないんじゃない？》

「いえ……わかっているなら、やめておけば良かったのでは？」

《そうはいかない。約束したんだ》

「約束、ですか。ですが、結果は同じですよ？」

《知ってる……だけど、最後の時を誰かに聞いて欲ほしくて》

「わかりました。会話しましょう」

《今からプラズマ球を出して突っ込む。見えるかい？》

「見えます」

　ころねが視界をズームさせた。隕石の進路上に、小さな光点が見えた。それがヒロシだった。

《行くぞ！　行くぞ……って、こういう時、なんて言ったらいいのかわかんないや……そ……その……うわぁあ、とか叫さけぶべきなのか？　何も……何も思おもい浮かばない……》

「ヒロシさん」

《何？》

「少なくとも、最後はあなたは勇者でしたよ」

《ありが……あ……うわ……》

　通信が雑音だけになった。

　ヒロシの発した光は、無音のまま隕石の発する光に飲み込まれた。

　ころねは、小さく「さよなら」と言った。

　隕石はさらに地球に接近した。

　表面の流体の一部が竜たつ巻まきのように地球に伸のびていき、地球の海面を巻き込んでひとつの渦になった。

　地表から見れば、それはかつて大和やまと望ぼう一いち郎ろうが見た滅びの風景そっくりだったに違いない。もしかしたら、その渦の中には、異星人の精神体の姿が見えたのかもしれなかった。

　しかし、その渦はすぐに意味を失った。隕石本体が地表に接せつ触しよくし、地ち殻かくをミルククラウンのごとくに周囲に吹き飛とばしたからである。

　ころねにとっては、無音の光景だった。しかし、そのめくれ上がった地殻の中に、何万人もの悲鳴が巻き込まれているであろうことは想像に難かたくなかった。

　爆ばく発はつの半球は地球の大気ごと吹き飛ばして膨ふくれあがり、生きているかのように脈打った。

　地球の表面を衝しよう撃げき波はが伝い、衝しよう突とつ点てんの反対側へと抜けていく。その後方をやや遅おくれて、地殻と海水を巻き込んだ波が追いかけていく。

　その波が過ぎていくと、その部分の地表は見えなくなり、煮にえ立たつ海面だけが煙けむりの向こう側に覗のぞくのみとなっていた。

「かくて終わりの来たりぬ……」

　ころねは詩でも読んでみようかとデータを探さぐったが、それはネットワーク上のものだったため、すでに失われていた。地表の神々はとうに死に絶えたのだった。

「そんなこんなで世界は終わる」

　ころねは自分の言葉で言いい換かえた。

「静かに、音もなく、どかんと」

　そして、ころねは地球が完全に煮えたぎったマグマと水だけの球体と化してしまったのを確認してから、ただ一人布団に潜もぐり込んだ。

「それでは、みなさま、おやすみなさい」

　誰にともなく言うと、ステーションの電気が消えた。
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６　リンボ







　服はつ部とり絢じゆん子この記き憶おくは、断絶してはいたものの、はっきりとしていた。

　あの色のない炎ほのおに焼かれたのは憶おぼえている。

　熱いとも痛いともつかない恐おそろしい感覚がよみがえる。肉体的なそれよりは、精神的な恐きよう怖ふが絶え間なく押おし寄せてくるような、あの地じ獄ごくの中に確かに自分はいた……。

　しかし、今、その感覚は記憶の中にしかなく、身体には異常はなかった。

　服を着て、水辺に立っている。

　波が足あし下もとに寄せては返している。

　海……だ。砂すな浜はまだ。

　見回してみる。

　ここは、どこかの湾わん内ないの、どこかの浜はま辺べとしか言えなかった。自分が立っているところが短い三日月形の短い浜辺で、その右みぎ端はしに岩だらけの岬みさきがあり、後方はジャングルになっている。そして、左方は、巨きよ大だいな、切り立った崖がけになっていた。

　その崖が尋じん常じようではなかった。

　見上げてみる。

　その崖は、どこまでも高く続いていた。雲を突つき破やぶり、視界の果てまで。

　――あり得ない。

　そう絢子は結論づけた。

　この世界そのものが異世界でなければ、あり得ない光景だった。

　その断だん崖がいは高さも長さも永遠であるかのようだった。少なくとも視界の果てまで続いている。しかも、その断崖は、一定の速度で海に向かって崩くずれているのだった。まるでブロックが剥はがれていくかのように、あるいはＣＧのポリゴンデータが消えていくかのように、表面からぽろぽろと断崖は海へと落ちていく。それでいて、断崖の位置はまるで変わらないのだ。

　――無限に沸わいてくる断崖……なのか？

　絢子は雲を突き抜けて遥はるか天空まで続いている崖を前に、じんわりとした恐怖を感じはじめていた。

　加えて、さらに恐ろしいことに絢子は気づいた。

　見上げた空は暗かった。

　太陽はなく、雲が暗く、重く、天にのしかかっていた。

　普ふ通つう、曇どん天てんでも太陽の位置程てい度どはわかる。この世界には太陽がないのだ。

　それでも周囲が見えることは不思議だった。

　暗黒と曇天の間といった程度に視界は利きく。

　――仮想異空間？

　そういぶかしんで海を見てみる。

　しかし、仮想異空間に特有の不自然さはそこにはなかった。そこが仮想異空間ならば、波がどこかわざとらしいほど一定のテンポで押し寄せてきているはずなのだが……。

　――死んだ……？　私……が？

　まさか、ここが死後の世界というものではないか、と絢子は思い始めた。

　じんわりとした恐怖が、さらに身体を蚕食しはじめる。

　――だ、だとしても……なぜ、私はここに一人でいるんだ……？

　不安を紛まぎらわそうと、論理的に考えてみる。ここが死後の世界なら、一人でいられるはずもない。もっと沢たく山さんの者が同時に死んだはずなのだ。

　――と、とりあえずどこかに行かねば……。

　歩を進めてみる。砂浜を歩くことはできた。砂を踏ふむ音がする。

　断崖の方には行けそうもない。すると、ジャングルに入る以外に道はないらしい。

　ジャングルは鬱うつ蒼そうと草木が茂しげり、先は見通せない緑の壁かべだ。そこしか行く先はないにせよ、何が起こるかわからないという点での不安要素はある。

　――阿あ九く斗と……。

　不安になると、その名をつい思い出してしまう。しかし、ここで会えるはずもなく、ただ虚むなしさが増すばかりだ。

　自然と涙なみだがあふれてくる。頬ほおを伝いはじめた涙をぬぐって前を向いた。

　――まだ意志があるってことは、死んでないってことなはず……。

　それならば、歩き続けていれば、どこかには到とう着ちやくするのだろう。

　ジャングルに向かって歩を進めた。

　と、その時だった。

　背後で水音がした。

　ぎょっとして、絢子は振り返る。

　そこには、海から這はい上あがってくる者の姿があった。

「ひ……！」

　悲鳴を上げて絢子は身構えた。

　その人物は、遭そう難なんしてたった今、浜辺に打ち上げられたという様相だった。

　――そ、そんなの今まで見えなかったぞ……。

　絢子の不注意ということもあるまい。その人物は、その数すう瞬しゆん前にそこに出現したとしか思えなかった。

　水音を立てて、ふらふらとその人物は起き上がった。

　長身の男である。

　ふと、彼かれは顔を起こした。髪かみの毛けが張り付いていたが、その顔は絢子には見み間ま違ちがえようもなかった。

　――ま、まさか……。

　疑いで声を出だすのが遅れた。

　先に彼の方が絢子を見つけて声をあげた。

「絢子……！」

　その声で、絢子は確信を持った。

「阿九斗……！」

　絢子は、思わず阿九斗の方に駆かけ寄って行った。

「良かった……やっぱり会えた……！」

　そう言った阿九斗に、絢子は飛びかかるように抱きついた。

「阿九斗！」

　絢子の勢いそのまま、二人は海に倒たおれ込み、派手に波しぶきを打ち上げた。

「うわぁあん！　阿九斗ぉ！」

　普ふ段だんは気を張っている絢子だが、このときばかりは素す直なおに泣きじゃくる。

　しかし、その様子を不ふ審しんに思ったのか、阿九斗は、自らの胸に顔を押し当あててくる絢子の顔を起こし、怪け訝げんな顔で聞いた。

「君……本当に絢子？」

「な……失敬な！　お前こそ本当に……！」

　絢子はそう言い返してから、本当に怖こわくなったのか、阿九斗からすごい勢いで離れ、波なみ打うち際ぎわで身構えた。

「ほ、本当に……阿九斗なんだろうな！」

　その様子を見て、阿九斗は笑い声をあげた。

「あはははは……その様子じゃ、本当に絢子だ」

　阿九斗が腹を抱かかえているのを見て、絢子は疑いの目を恥はじらいの目にだんだんと変化させていった。
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「ば、馬ば鹿かがっ！　普通、心配するだろ！　こんなところで！　絶対に来るはずがない奴やつが来たら！」

「そりゃあ、そうだ。心配になるのもわかる。最初に無む警けい戒かいで飛び込んできたことはおいておいて……」

　阿九斗はまだ笑っている。

「ち……畜ちく生しよう！　なんたる屈くつ辱じよく……。お、お前こそ本物なんだろうな！」

　絢子は阿九斗を指さす。

　阿九斗は笑うのをやめた。

「ああ。たぶん、僕ぼくも君も本物だ。だって、ここは死後の世界なんだから」

「ええ？」

　絢子は驚きよう愕がくした。




　　　　　○




　ヒロシ自身は知るよしもないが、阿九斗と絢子が出会っていたのと同じ頃ころ、彼は一人で森の中にいた。

　――まったく実感がないというか……別の世界に飛ばされたって危機感だけがあるかも……。

　ヒロシはそう思う。

　死後の世界とはいうが、こちらの世界にも死の危険があるんじゃないか、という不安感だ。

「そもそも、どうしてスーツを着ているんだろう？」

　自分の姿を見て、思わず独りごちる。鏡があるわけじゃないが、目の前にはバイザーがあり、手を見ればブレイブのそれだ。

　しかし、スーツが機能しているとはとても思えない。飛行も、攻こう撃げきも当然出来なかったし、そもそもがバイザーの内側にモニターランプが光っていないのだ。それでも、外は見えているし、行動にも支障はなかった。バッテリーが切れると、相当にスーツも重いはずなのだが。

　死んだときの姿のままにここに来るとは考えにくい。もしかしたら、死後の世界には、当人のイメージする姿のまま来られるのかもしれない。

　――そうだとすると、こちらで出会える人も、思った通りになるのかも……。

　しかし、森の中には人ひと影かげは見あたらない。そもそも死んだ人で出会いたい人がいるかというと、思いつかない。

　そうこう考えていると、森を抜ぬける道を見つけた。細い獣けもの道に見えるが、その先は木々の密度が薄くなっており、どうやら広所に通じているようだ。

　――すでに死んでいて……会いたい人、ねぇ？

　ヒロシは思い悩む。

　と、一人の男の顔が脳のう裏りに浮うかんだ。

　――そういえば……。

　そう考えたとき、すでにその男はすぐ近くにいた。

「こんなところで出会えるとは……」

　落ち着いた声がした。

　道の先に、切り株があり、それを椅子にして一人の男が座すわっていた。

「大和やまと……望ぼう一いち郎ろう……」

　ヒロシはつぶやいた。

　彼こそ、自分にブレイブスーツを与えた男であり、かつてＣＩＭＯ８を組織した敵にして、時間旅行者だ。そして、今になって思えば、かつてないほどにこの世界の構造を知り尽つくしている人物でもある。

「君か」

　望一郎は言った。

　彼はいつか見たことのあるスーツ姿で、この場にはふさわしくない余よ裕ゆうある笑えみを浮かべていた。この場にふさわしくないと感じたのはどういうわけかわからないが、要はヒロシにとって望一郎の気に入らないところが、その笑みだったということなのかもしれなかった。

「そういえば、ゆう子こさんも死んでいるはずじゃないか」

　ヒロシは言った。

　どうもそれを忘れていた。そうでなければ、最初に出会う人物は望一郎でなくてもよかったはずだ。どうしてこちらを先に思い出してしまったのか。

「それは悪かった。だが、こちらだって男と出会いたいはずがないだろうとはわかって欲しいものだね」

　ヒロシの一言だけで何が言いたかったのか理解してしまう知力と、気取った物言いがカンに障ったが、望一郎とはそういえばこういう男だった。

　とはいえ、ヒロシもこの出会いには運命的な何かを感じずにはいられなかった。

「死後の世界……ってことはわかってるわけだ」

　ヒロシは聞いた。望一郎はすべてわかっているといった態度だったからだ。

「こちらでは先せん輩ぱいにあたるからね。とはいえ、私も感覚で言えばすぐ先ほど来たところだ」

「先ほど？」

　ヒロシはいぶかしんだ。結構な時間が望一郎の死後から流れているはずだ。

「そう、先ほど。こちらでは時間の感覚が違ちがうとでも言おうか」

「それは、そうであってもおかしくはないけれど……。だったら、どうしてこっちが死後の世界だってわかったんだ？」

「ＣＩＭＯ８は、世界のあらましについては深いところまで把は握あくしていたからね。そもそも、ザ・ワンを部下にしていたんだ。大体のところはわかってる」

　言われてみれば、ザ・ワンは望一郎がスカウトしたに決まっている。

「じゃあ、無貌の力、その他についても理解はしていた……？」

「最初からね。だが、そもそも君たちは私の言うことはまるで聞かなかったからね」

　望一郎は皮肉めいた笑みを浮かべた。

「信じられることじゃあなかったさ。あのときは」

　ヒロシにも後ろめたいところはある。言葉を濁にごすようにそう言った。

「こちらも責めているわけじゃない。もっとも、人々が理解できないとわかっていたから裏で動いていたわけだが」

「とはいっても、ザ・ワンは人類を滅ほろぼそうとしていたようだけれど……」

「そんな腹の内はわかっていた。だからこそ、先に儀ぎ式しきを行うべきだったのだ」

　望一郎が行おうとしていたのは、自同律との契りだった。それが人類を精神体として他の宇宙へと送るということを最終目的にしているというのは、当時は理解できなかったが、今は一定の合理性もあると認にん識しきできる。

「でも、それは不自然だって……」

「それを言うなら、死後の世界で行動できている方が不自然だ。だが、結局、すべて無貌の力に吸収されてしまう。人類がすべて滅んだのなら」

「じゃあ、死後の世界があるから安心ってわけでもないんだ」

「人類の道は、結局のところふたつしかない。滅びて無貌の力となって他の宇宙で利用されるか、自ら精神体となって他の宇宙へとシフトするか」

「でも、他に道はあるかも……」

　ヒロシは思わず言い返したが、きっぱりと望一郎は首を振ふった。

「私が何度時を巡ったと思っているんだ？」

　その言葉には、かなりの重みがあった。

　しかし、どういうわけか、ヒロシから反発の言葉が口をついて出てきた。

「でも、アニキなら……」

「何だって？」

　望一郎が視線を鋭するどくした。

　ヒロシは狼ろう狽ばいしながらも、自説を曲げる気にはなれなかった。

「でも、アニキなら……もっとうまくやれるんじゃないかって……」

　再度そう言うと、望一郎は首を振った。

「そう見えるのは、自同律が彼を選んだからに他ほかならない」

「彼を選んだ？」

「自同律とは、世界記述者だ。つまり、我々はどうあっても記されたことから逃のがれることはできない。だからこそ、私は自同律と契り、世界を再記述する……すなわち他の宇宙へとシフトする道を選んだのだ」

「じゃあ、第三の道はないってことに……？」

　戸と惑まどいながらヒロシは聞く。

　望一郎はうなずいた。

「ない。そもそも、この死後の世界で起こったことを考えてみたまえ。なぜ私たちが出会えた？　それは自同律にとって都合が良いからではないのか？　何かそこに物語的な都合を感じはしまいか？　君の言うアニキ……紗さ伊い阿九斗は、人々の盲信する物語性を嫌きらっていたが、自同律をめぐる物語では主役という役割を果たしているのではないのか？　そこから逃れることができるのか？　我々はこの死後の世界ですら、何らかの役割を強制されているに過ぎない。どうやって我々は記述される物語から、そして不気味な物語性から脱出できるのだ？」

　その口調にも、内容にも反論のしようがなかった。

「でも、時間を越こえられれば……」

　ヒロシは妙みように意地になっていた。

「この世界の時間は、人間の精神のように、いや、物語のように線状性を持っていると言っていいだろう。それは、相対論が生きている理論物理学の世界とは違う。だからこそ時間旅行が可能なのだが、その線状性は物語性でもある。つまり、いくら修正しても特定の物語に引き戻されてしまうということだ」

　噛んで含ふくめるように望一郎は言った。

「でも……」

　ヒロシはそう言いかけて、どうして自分がそこまで第三の道にこだわっているのか、その理り由ゆうにふと思い当たった。

　自分は勇者という役割に納なつ得とくしているわけではないからだ。

「……ともかく、時間の越え方だけを教えてくれればいい。そうすれば……後は……」

　その先の言葉は口から出てこなかったが、ヒロシは望一郎に出会ったことを自分自身の好機にしたいと強く思っていた。

「後は？」

　冷たい声で望一郎は聞いた。

「オレが……今度は自分が、この物語から抜け出してみせるさ」

　低く、しかし、決然とヒロシは言った。







あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしてしまいました。水みず城き正しよう太た郎ろうです。

　本当にながらくお待たせしてしまい申し訳ありませんでした。本作を期待し、買ってくださった皆様には、本当に感謝の言葉しかありません。

　実は、十一巻脱だつ稿こう後、パニック障しよう害がい、それからくる鬱うつ病びように悩なやまされており、丸一年半ほど小説が書けない状態にありました。「サブカルは年ねん齢れいを重ねると鬱になる」という逸話もありますが、まさにその通りになってしまったわけで、新たな迷信誕生の瞬間に立ち会ってしまった気持ちです。

　とはいえ、病状はそんなに気楽なものではなく、初期は、電車、車、バス、すべて乗れないという状態でして、以後も慢まん性せい的てきな睡すい眠みん障しよう害がいと頭痛と肩こりに悩まされていました。というか、今も睡眠障害と突発的な肩こりがあります。そんなわけで、完治には至っておりませんが、今後は、なんとか執しつ筆ぴつは出来そうです。今後、応援くだされば、ますます体力も戻ってくるかと思います。勝手ながらよろしくお願いしたいと思います。

　なお、含む十一巻出版以降の著作物などは、それ以前に書かれていたものか、小説ではないもの、の二種類のみとなっております。決して本作を放ほう棄きしていたわけではございませんので、ご了りよう承しようくださいませ。なにか言い訳めいてしまいましたが、以上をもちまして、刊行遅ち延えんのご説明とさせていただきます。




　さて、ともかくも本編はクライマックスとなりまして、残りあと一、二巻程度となりました。体調が完全復活とはいきませんので、もしかしたらお待たせしてしまうかもしれませんが、最後までおつきあいくだされば幸いです。

　それでは最後に関係してくださったすべての皆様に、本当に心からの感謝を。ちょっと尋常でないご迷惑をおかけしてしまいました。特に担当Ｏ様と、伊い藤とう宗そう一いち様には、言葉もありません。不ふ甲が斐いない作者を見捨てないでやってくださいませ！

　ラストまでもう少し！　皆様、よろしくお願いいたします！
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

水城正太郎先生／伊藤宗一先生
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